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はじめに

県東北部における技術支援の強化を目的に､繊維工業指導所と機械金属工業指導

所が統合され､ ｢東北部工業技術センター｣としてスタートし､ 2年余りが経過し

たところです｡

また､昨年4月に｢係｣名を改正し､産業界等外部からのアクセスに迅速に対応

できるように改めたところですo

さて､我が国の経済情勢は長さにわたり大変厳しい局面を迎えており､また本県

におきましても同様に､地場産業を含めた地域産業の落ち込みが大きく深刻な状況

が続いていることから､引き続き国等の経済対策が大いに期待されるところです｡

このような状況の中で､将来にわたって地域産業の持続可能な発展を図っていく

ためには､中小企業の技術力の強化がキーワードになっておりますC

当センターは､県下産業界の技術振興を使命としており､依頼試験､技術相談な

らびに研究開発等地域産業の特性を搭まえた事業を通じて技術支援を積極的に推進

しています｡

本報告は､平成10年度に行った事業について収録したものです｡

当センターの業務内容について御高覧を賜り､関係各位のより一層の御活用と地

域産業の技術力向上の参考になれば幸いです｡

平成11年8月

滋賀県東北部工業技術センター

所長　暫田　雄介
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1.概要

1. 1　所在地

○滋賀県東北部工業技術センター
管理課･技術第--秤-パ義賀県長浜市三ツ矢元町2ト39

技術第二科-----滋賀県彦根市岡町52

能登川支所･.･･  ･-滋賀県神崎郡能?封"利一神郷1O76-i

高畠支所･　･･.･-パ産室県高島郡新旭町新庄487-1

〒526-0024　TE L 0749-62-1492

FAX O749-62-1450

〒522-0037　TE L 0749-2Lj-2325

FAX 0749-26-1779

〒521-1213　TE L 0748-42-OO17

F A X O748141)-698t'i

〒52011522　TE L　074〔ト25-2143

FAX O74U125-3799

1. 2　沿　　革

平成　9年4月　滋賀県繊維T.業指導所､滋賀県立機械金属工業指導所を統合L､滋賀県東北部｣二
業技術センター-として発足二,

平成1 0年4月　旧指導係および研究開発係を廃止し､技術第一一科に繊維･デザイン係および有機
環境材料係を､技術第二科に機械電子係および金属材料係を設置,,

付記
○滋賀県繊維工業指導所
明治44年4月　滋賀県立長浜､能登川工業試験場をそれぞれ設立｡
大正　4年4月　長浜､能登川両場を合併し､滋賀県工業試験場とし､能登川に本場を置き長浜

を分場とする｡

大正　8年4月　滋賀県能登川､長浜工業試験場の二場とする,J

昭和1 1年4月　能登川工業試験場高島分場を設置,

昭和1 6年4月　能登川工業試験場を滋賀県染織共同加工指導所と改称､高畠分場廃止し
昭和1 8年10月　長浜工業試験場を滋賀県工業試験場と改称､染織共同加1二指導所内に併設L-.

昭和1 9年3月　染織共同加工指導所を廃止｡
昭和2 1年4月　滋賀県立長浜､能登川両工業試験場をそれぞれ設立｡

昭和2 7年4月　能登川工業試験場と長浜工業試験場とを合併し､滋賀県立繊維工業試験場を設
置｡

昭和3 0年9月　滋賀県立能登川､長浜繊維工業試験場の二場とする｡

昭和3 2年4月　長浜､能登川両試験場を廃止し､滋賀県繊維1業指導所を設置,I

長浜に本所を､能登川と高畠にそれぞれ支所を置く′J

昭和36年3月　高島支所新築-

昭和4 0年4月　能登川支所に繊推開放試験室併設,J

昭和4 2年3月　高島支所移転新築√ノ　繊維開放試験室併設り

昭和43年9月　能登川支所図案宝増築｡

昭和4 7年3月　長浜本所庁舎新築および所長職員公舎改築｡

昭和4 8年3月　長浜本所に繊維および染色仕上加工実験棟新築し
昭和55年3月　本所に繊維開放試験室新築C

昭和58年3月　能登Jlは所移転新築､デザイン開放試験室併設ー
昭和59年5月　高島支所増改築､計測管理開放試験室併設｡

○滋賀県立機械金属工業指導所

昭和2 1年4月　長浜市に県立長浜工業試験場を設置､機械､繊維の2部剛とする-/

昭和2 7年4月　工業試験場を佐械部門と繊維部門に分割し､機械部は滋賀県立機械金属工業指

導所と称すこノ

本指導所の整備計画なられ二彦根市に移築を決完
庁舎竣丁二新庁舎にて業務を開始(規別館)
実験研究棟を増築
同上2階実験研究室を増築
本館　竣工
ハルナ性能試験装置を設置

滋賀,i)Lブ協同組合が庁舎に移転

高性能バルブ開発実験棟を増築
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昭和34年4月

昭和3 5年10月

昭和38年3月

昭和43年1月

昭和4 9年10月

昭和6 2年12月

昭和63年4月

平成　2年3月



1. 3　規　模

○管理課･技術第一科

◆本館(鉄筋コンクリート造2階建)

693. 50m=

◆公舎･宿舎(プレハブ造2階建)

2戸　103.26nT

◆実験棟(鉄筋コンクリート造平屋建)

872. 04正

◆繊維開放試験室(鉄骨ブロック造平屋建)

319. 70m-'

◆ボイラー室(鉄筋コンクリート造平屋建)

38. 55m-'

◆その他付属建物　　　　　　　　216. 06m=

◆敷地　　　　　　　　　　　4,613. 53m3

0能登川支所

◆本館(鉄筋コンクリート造平屋建)

353. 15m=

◆その他付属建物　　　　　　　　38. 40m=

+&%　　　　　　　　　　　1, 536. 47m:

1. 4　組織および業務分担

繊維イザイノ係

有機環境相杵操

綴械電子係

金属材利　係

○高畠支所
◆本館(鉄筋コンクリート造2階建)

303. 00m

◆繊維開放試験室(鉄骨ブロック造平屋建)

193. 78m2

◆その他付属建物　　　　　　　　　　28.20

◆敷地　　　　　　　　　　　　　　ユ,ユ50. 13

0技術第二科

◆本館(鉄筋コンクリート三階建)　1,017,96

◆実験棟1 (鉄筋コンクリート補強ブロック

平屋建)　　　　　　　　　562.53m2

◆実験棟2 (鉄筋コンクリート補強プロノク
一部二階建)　　　　　　670.96m

◆その他

◆敷地

185.93m2

3,400.

一般庶務

遷宮管理および企画調整

繊維関連技術およびデサー1ンの試験研究､技術指導,人材育

成､繊維関係横間および諸団体の才支縮支援

有機環境材料関連手玉術の才支術指導および情報の提供､研究開

発､積等分析､人材育成

電子　制御柁術および棟械･計測技術に関する試験研究､技

術指導､人材育成

横根金属技術に関する試験研究および技術指導､無様材料の
/Jjl析評価,機械金属関係棟関およTJ諸団体の技術支柱

繊維技術に関する試験研究､ I圭術指導､テpサイノに係る調査研

究･創作および指導､繊維関係機関および諸団体のほ術支援

繊維技術に関する試験研究､技術指導､繊維関操機関および

諸Ef]体の技術支援

5　職員構成

所　長(兼･新産業振興課)

次　長(管理課長事務取扱)

〔平成10年10月8日まで)

(平成10年10月9日より)

.　　参　事(兼･新産業振興課)

参　事(兼･新産業振興課)

○管理課

課　長(事務取扱日本･次長)

(平成10年10月8日まで)

(平成10年10月9日より)

副課長　　　　　　　　(事　務)

主任主事

○技術第一科

科　長(兼弓肖賓生活セント) (繊　維)

◇繊維･デサリン係

専門員兼係長　　　　　(繊　維)

主任技師(繊維)

技　　師

(莱) (本･能登川支所主任技師)

◇有機環境材料係

係　長　　　　　　　　(化　学)

技　　師(化学)

(莱) (本･高島支所主任技師)

○技術第二科

科　長(兼弓肖費生活セント)

◇機械電子係

係　長

主　査

◇金属材料係

専門員兼係長

主　査

主　査

○能登川支所

支所長

(兼･工業技術総合セントノ

○高島支所

支所長

専門員

械機

LIT:　気.]･ ･･ g･/･!･1い･'-I I

(機　械)

(化　学)

(機　械)

主任技師(金属)

賓　田　雄　介

基治晃義正芳　　明

村音口

堀川大村

基治子成正芳敏和

村倉田

堀粧小寺

鹿　取　善　書

己肇子理　　一之宏克　幸麻　　　栄博春田宅　谷　　　川坂村吉三岡小　　　宮脇谷

西　内　寮　志

生淳明雅　　宏暗井西川楼大

司幸　)　夫英弘栄敏口部上樋阿井所

行和埋泰重麻永下谷福山小

､ノ

･-　　　ii:

臣,I

-V山小　サ

閥F

J 1.ル･･m･
任　戸P pP孝枝技

I ;i｢‥:_

(繊　維)

(繊　維)

主任技師(繊維)

義開宏忠　　泰相島村木浦谷



1. 6　主要設備機器

日)技術第-料

品名 亢ｸｦ定ﾅ韭��.TiiL;.Y_rHF--li 儖Xﾖﾂ�

液体クロマ卜グラフイ 僭i?ｩzy�ｸﾞﾈ�ﾆ�6�&��平成10 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

自動仝NP測定システム 奴H*H988ｸ蒔JJB�8�ﾔ蕋ﾕ��X�ｲｔ���ﾇ率W"�1い �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

CHN分析装置 �8H6�5)Zｩ�ﾘﾔ鮎b茜D6d&ﾂx5"ﾓ�DﾕBﾓhﾅ��10 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

仝有機体炭素計 宙晥8y,9�ｸﾞﾈ�D�2ﾓRｓ����10 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

恒温恒湿器 �5�6�484x5�7�6(4竏冠�"ﾕ4ｵ��9 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

多色回転ポット染色機 �-(鯖�Xｴ�ﾔ鮎b�,�8�7ｨ抦7ﾘ5�5��ｷVﾒ�9 侈y%��

微少赤外分析装置 宙ﾟ)8y,9�ｸﾞﾈ�eHuE"ﾓ�3���9 侈y%��

織物摩擦係数測定試験機 �4ｨ6rﾘ6X6(4竏ﾟ$ｴU2ﾔd#B�8 侈y%��

万能抗張力試験機 忠Yi8y,9�ｸﾞﾈ��X5�6x8ﾘ93SSc��ト 侈y%��

湿式紡糸機 �8h6ｨ6�4ｩ�ﾙOXｵｨ��逸ｹ�ｲ�8 侈y%��

デジタルマイクロスコープ 忠,�4ﾈ�ｸ4x985�c�ﾓc#���ト 侈y%��

紫外線可視分光光時計 宙ｶI8y,9�ｸﾞﾈ�Ubﾓ�c���2�/ �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

三次元シボ解析システム 宙ﾟ(7ﾘ684途ﾘ4ﾈ8X8ｨ�ｴｨﾅ��7 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

動的接触角測定装置 �4�dDｩ�ｴD4�ﾓ3#(ﾅ��7 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

ll.小Itモ澱紘縦上枝仏経ネ.ソトr7-クシステL �.ﾘ6x8�4��ｩ��5Bﾘ6頷ﾈ蒔Hｵｨ���ｩ&ｹ%ｹib�7 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

RES-FBシステム用デ-タ処理装置 �4ｨ6rﾘ6X6(4竏ｦ��6 侈y%��

引張り.せん断試験機 �4ｨ6rﾘ6X6(4竏ﾟ$ｴU2ﾔd$��5 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

ハンデ-圧縮試験棟 �4ｨ6rﾘ6X6(4竏侃ｴU2ﾔ3R�○ �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

全自動平面テストプレス機 儻9?�嶌ﾔｈ昂$4s2ﾔﾔd"ﾔR�5 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

熱分析装置 凉ﾘｧy6Hｴ�x･D�2ﾓ#��5h5�6X8��4 侈y%��

紫外線オートフエ-ドメータ �5�4ｸ韋ﾋ�ｴ�Gb播�ﾄ｢ﾔ�ﾆ｢�4 侈y%��

レ-ザ外径測定器 �4ﾈ�ｸ4x985噂h+�版2ﾓ3�3B�3 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以�ﾒ�

純曲げ試験機 �4ｨ6rﾘ6X6(4竕�DｴU2ﾔd#"�3 侈y%��

ダイレクトジャカード 俚)���Y�Hﾔ杏ﾂ瑛r�3 侈y%��

ワインダー ���,9�ｸﾞﾈ�55��3 侈y%��

一工程撚糸機 倩鞐ﾈｴ��7��3 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

張力測定装置 �?ｩgｹ6Hｴ8蓼魔衣#dt���3 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

テラターン自動達染機 倬ｹ�ﾈ4x985x6ｨ4�8ｨ984�UBﾔCS���3 侈y%��

自動管巻機 �'(ﾏｸ�386h8cvﾂ�+�_ｸ�i���lI 侈y%��

織物摩耗試験機 兔h�ｹ�X毎怦ｧy�旭ﾙ�ｸﾞﾈ�4ｨ5�6x8���2 侈y%��

片レピア織機 �,968ｾ閂､U(8ﾈ7�砺ﾄﾂﾘ8�妻鏈����i�b�2 侈y%��

絹織機 泌2ﾓXﾅ絋ィ�2 侈y%��

ガスクロマトグラフ 忠,�8y,9�ｸﾞﾈ�t2ﾓ�D��Db�元 侈y%��

走を電子顕微鏡 冖���7���ﾘ8�6X4�6ﾙ��5j9G��%E5ふC����昭和63 侈y%����

縮緬防縮加工機 倡8ｾ�ﾔ鮎b衣%�85jJH68*坪ﾘ(�9�Y�hｩ��63 侈y%��

赤外分光光度計 �?ｩzy�ｸﾞﾈ�ﾟ##s�ﾓ3��62 侈y%��

発泡機 �2ﾓ�����62 侈y%��

サンプル整経機 箔ｩtﾈ�ﾈ5�5�4ﾈ8�7��ｴ��2ﾓ59:ﾙYﾓ��V6ﾒ�62 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

ユニバーサル,サイザ- 丿�m��ｸﾞﾈ�ｴ�8ﾅ��62 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

ドピコンシステム �4�4�8兩9���斡�ﾔ鮎iGc#�ｔ�2�62 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

品名 亢ｸｦ佛韭��,.LiLTry川-Jh: 儖Xﾖﾂ�

力織機 疲ﾈ*H�ｴ�ﾅ緜f6ﾒ�昭和61 侈y%��

熱物性測定装置 �4ｨ6rﾘ6X6(4竏ｨ��$U2ﾔcr�6() 侈y%��

スペクトロカロリーメータ 之ﾉgｹ6I�b�5�5｢ﾘ6｣��ﾅ��59 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��
~高速ビデオ装置 �6�6(4艱5bﾓ$��59 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

■防炎試験装置 忠'��X毎怦ｧy�旭ﾙ�ｸﾞﾈ�8�4｢�8ﾂⅠH��ﾒｲﾘｸ��59 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

糸むら試験機 �684x8ｸ7�4ｲﾘ4X5�5��ｹ�h鏈w��56 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

絹用広幅織機 閥霰��ihx6�78�ｹWB�55 侈y%��

自動単糸強伸度試験機 �684x8ｸ7�4ｲﾘ4X5�5��ｸ6X986ﾓr�6�$ﾔ�シｶr�〇〇 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

反転式染色機 �5U2ﾓ3�HｦyWｨ�WｩYﾓS�6ﾒ�52 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

熱風乾燥機 番ふHﾅ�:ﾙYﾓCF6ﾒ�48 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

熱処理機 ��Bﾓ�ﾅ��48 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

デニコン �靠Y�慰ｉ�ﾂ�2ﾓ$8ﾅ��48 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

-絹用自動織機 ��ｹ�几ﾉ�CI)ｨ-�*�*ｸｽ�cV6ﾒ�47 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

低温高温装置引張試験機 儖YG�vﾙ�斡��ｸﾞﾈ�5h�鶇6ﾘ6��ﾘﾅ薤58��44 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

レピアルーム 番�hﾅ緤�h齷u)����*�*ｹe��C�6ﾒ�44 侈y%��

二ウェザーメーター �8ﾉvﾙyﾘ嶌ﾔ鮎iGh*�ｩm�6�93rﾘ5�9XﾏR�44 侈y%��

(~2)技術第二科

品名 亢ｸｦ定ﾅ韭��設置年度 儖Xﾖﾂ�

放電加工機 �7X8�5X�ｸﾔ鮎b�(�賠2ﾓ3���平成10 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

･巨細キぐ-分散形蛍光Ⅹ線元素分析装置 �?ｩgｹ6H���(�櫨5ふ3##��10 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

CAE解析システム �5H486��ｸ6ﾈ6(6x5h5�6X8�ｩF���5�:D2ﾔﾔ���lU �?ｩgｸ���ﾃ�)�IL�､��ﾘ��*ｩZｂ���

:原子間力顕微鏡 �5ｨ485"ﾘ48985�688ｸ8�ﾈ竕(��5�6s3�����10 免ﾈ惲y�ﾈ8�鋹L�迄ﾏi^(�Zｂr�簫�

-卜がス叩マげラ7質量分析装置 忠(��8y,9�ｸﾞﾈ�t4ﾕ2ﾕ��S�S���uj 粕氾D､よﾆﾄgB驅h､��y'�8ｨｻ稗x6r�

ⅠCP分析装置データ処理装置 宙ｶI8y,9�ｸﾞﾈ�$Rﾓ�JE�6tｨ8b�9 �?ｩgｹ?｢豸帝fﾘ��Dﾒv峰兒傚YZ員��

一二メカニカルアロイング装置 啌粳�ｲ闌�:��ｸﾞﾈ�ﾅ�ﾓDﾔ��9 �?･�+�&ﾉ?よ定ｾ8蕀'��ﾓytﾘ�Z員��

自動研磨装置 �#rﾘ62�7(8bﾘ8倆�x8h6ｨ*�*)?ｩ?ｩ�ﾉ?�ﾆ�48986�)�����9 侈y%��

･三高速試料切断機 �8ygｹ58ﾔ援%4ﾔ縱�42�9 侈y%��

ミート超小型軽量CCD顕微鏡 宙ﾟ(8(8ｨ6X6(4�5��ｴ4�44��Tﾔﾄ�ﾇ"�9 侈y%��

升制御系設計支援システム 髭G"觀ﾂ�7�2讎猛鞋Fﾆ｢貽ゆﾔﾄ�Dﾄ�.�7��ｸ��&ﾃｲ�9 侈y%��

=華面粗さ測定器 宙ﾟ(抦ﾞ(ﾊHｸh�4S3S���～) �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

一二__画像伝送装置 �4�8�8ｨ4�92姐├ふC���I�ﾂ�9 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

日:_NC三次元測定機 儉���7�686x8�'&没⑤%%C��ｒ�ド �?ｩgｺ)�ﾈ8�棈ｷ�>�i��ﾄﾄ｢俔8��

:1=顕微鏡ヒ.,千-*77ィ,)>ケ号ステム �:ﾘ6ｨ5(984x7��ｸ7H4�6uDﾔS)�R�ド 侈y%��

ミ3成分切削力計測機器 �4ﾈ5�8��ｲ�5���#��8 侈y%��

十デジタルトルクレンチテスタ �:ﾙ8ﾄZ9�ｸﾞﾈ�3c�ｘﾔｔ�R��ti��%俎ｨｼh楷ﾅ5�2ﾓ��3��8 侈y%��

十中小企業技絹援用i..1hワークパテL �7 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

-:_-放電プラズマ焼結機 �7 秤gｹ?ｦﾆｹ(i�9�3�ﾒ罟ﾅi�ﾉ�9Z員��

二三日照ラ珊蛙定雄くさび式つかみ具 乂�,5rﾓ##Tﾂﾓ3唐��"�7 侈y%��



品　　　　　名 規　格･型　式 備　　考

流動層トステンハ熱処理システム

cAE解析システムⅩ端末

流体解析CAEシステムソフト

CAE解析システム

めっき厚さ測定器

ロジックアナライザー

炭素硫黄同時定量装置

I.]Ll紺解析】J ｢シ_._打ノータ/Rチエ

省人省力化CAMシステム

シリアルデータスコ-プ

制御ソフト開発ツール

バルブ流体解析7二?I-ン]ン/ステム

摩擦摩耗試験機

強度解析システム

アナライジングレコーダ

真円度円筒形状測定器

平面研削盤

CNC旋盤

電磁式隈厚計

ビデオカメラ

精密万能投影機

純水製造装置

ドラフトチャンバー

溶存酸素計

水中マイクロホン

バルブ設計CAf)/CAM　システム

揺動願書解析装置

摩耗テスター

ゴム硬度計

ロックウェル硬度計

バルブ性能試験装置本体

NC自動プログラミング装置

横型マシニングセンタ

電子天秤

光学式変位測定器

電気マッフル炉

ループ検力計

浸漬乾湿複合サイクル試験機

全自動分極測定装置

検力器負荷式応力腐食試験機

冷熱衝撃試験機

倒立型金属顕微鏡

顕微鏡試料作成装置-式

東レエンジニアリング(柵　AS-1420

日本電産機㈱ Global XP

FLUENT社　FLUENT Ver.4.25

錘†/･7イクロノステム(楓SPARC20モデル5()

(柵中央製作所　T11-lop

岩崎通信機㈱　SL 4122

LECO社　CS-444

米国コントロールデータ社ICEM/CFD

日本オリベッティ林1才リヘlッティMC600

岩崎通信機(柵　SL-4701A

(放けックスEVX388他

コベルコシステム㈱FIELU-VIEW Ver.3.2

(粗オリエンテック　EFM一皿IEN

EMRC社

横河電気(柵

株)小坂製作所

柵長蘭鉄工所

(穐オークマ

サンコウ電子

NISA Ⅲ

AB3200型

EC-307B

SGC-95塑

LB25C型

SL-120C

松下電器　NVIM900

(%二jj V-lZA

島津理化器械㈱　SWAC-500

(粗ダルトン　DP-5

電気化学計器(柵　DOL-40

B&K社　8103

オートデスク㈱Aut() CAI) GX-刀

(柵小野測器　CF-360

日本コントラクター妹F OP-300

(掬島津製作所　200型

明石製作所　AHT-AT

日本科学工業(怖

SYSTEM P醐ol)ELG

HC400-40

チョウバランス(柵JP-160

リード電機PA-1800 PA-1810

ヤマト科学　FM-36

0. 05u) (). 15u)

スガ試験機　DW-ulト3

北斗電工　HZ-lA

東京衡機70ルー71)ンケ型

夕′りエスへノク　TSR-63型

ニコン　EPIPHOT-T班E

ビューラー社

H本日虹Fllii(恥会補助物件

県　　　　単

県　　　　単

県　　　　単

県　　　　単

県　　　　単

H本日転･1r-_触興会補助物11

日本l′川ム中松取去祁肋物件

県　　　　単

県　　　　単

日本｢H.ムIい凝恥/.Li補助物件

riィ､l`l転中搬弛公補助物n

1 i ,1､日虹rl拙く恥去補助物作

Llヰイl転小搬恥'L.h補助物(

県　　　　単

県　　　　単

県　　　　単

県　　　　単

県　　　　単

県　　　　単

県　　　　単

中小企業庁補助物

iE本日.PI ･t･鮎?,Liこ補助桝

H l二日4,:.中二触恥i:舶肋彰

県　　　　単

県　　　　単

中小企業庁補助物

中小企業庁補助物イ

県　　　　単

県　　　　単

県　　　　単

県　　　　単

中小企業庁補助物1

中小企業庁補助物イ

中小企業庁補助物

中小企業庁補助物

中小企業庁補助物イ

甲小企業庁補助物イ

品名 刹K格型式 ���ﾙ'YD�7��備考 

=_.オシロスコープ 刹e水電子工業株tCOS-5060 傴ｩ��S��県単 

卜微小硬度計 �(碑明石製作所MVK-Eシステム 鉄��日本目敏中_舶興仝袖助物什 

≡-~≡小型超低温恒温器 刄^バイエスペック(株MC-71型 鉄��日本(川).車血興/,L.h補助物fJi~L 

軒寓線マイクロアナライザ- �(柵島津製作所EPM-8101 鉄��H本日虹車鮎難公袖BJu物ー′r. 

二≒高周波プラズマ分析装置 �(柵島津製作所ⅠCPV-1000型 鉄r�一一本L一帖沖搬娘土補助物什 

巨電動ピッカース硬度計 �(柵明石製作所AⅥく-A型 鉄b�日本tI-川L.L1,.搬外/j=補助物什 

三､~十方能試験機 刧鞄∫ﾃ製作所いけラフDSC-25T型 鉄b�日本日*L沖.加熱/ii,補助物件 

二一万'T)わレ硬さ試験機 �(杓島津製作所最大荷重3,000Kg 鉄b�日本rlk巾.脳取去袖助物什 

樟かじり摩擦試験機 �(稀京都試作研究所 鉄R�中小企業庁補助物件 

I_こ:ゼンホール探知器 �(柵サンコウ電子TRC-20A 鉄R�中小企業庁補助物件 

妄1_-ジェットエロ-ジョン試験機 刧且R崎精密機製JⅥ:-12 鉄R�中小企業庁補助物件 

=1_三分光光度計 �(槻島津製作所UV-150-02 鉄B�日本F川ムl.lJ工船興=-さ補助物ー′iJ- 

三三~兼密低温恒温槽 剴c葉井製作所K-3473-Dユ 鉄B�日本Lr1Or,i中_凝鼎仝補助物件 

汁三幸.~ヤルピー衝撃試験機 刧鞄∫ﾃ製作所30Kg/トnl 鉄2�県単 

享L_21:-=PHメーター 剴決沒d波HM-20B 鉄2�県単 

拒自=動平衡型温度記録計 剞逍�ｻ作所EK100-06 鉄2�中小企業庁補助物件 

許=≡;:_i;:鍵いじん量測定装置 僖-20SC 鼎��中小企業庁補助物件 
要一-∴-: や-I- I:■ �.�6H見6H��Zｩ�ﾙ�Y'R�柳本製作所AFS-44連式 鼎r�日本f■.l虹Lt.二搬卵,i/L=補助物11~- 

L+: $lJL a,-L.iレマ電気炉 剴穴C輿商CE-20 鼎r�rl本日転zf.J_振興仝補助物件- 

詐海津万能試験機 剴d子管式REH-100型 鼎b�中小企業庁補助物件 

蔓を恭一トコリメーター 刄jコン.6D型 鼎b�LL本iL川ム(ll_&取会補助物什 

夢-;;_S':ジマイクロ 刄IリンパスDM253顕微鏡STM 鼎R�中小企業庁補助物件 
十- 汁-:=-薮十ト.オフ(帯鋸盤) 刄AマダCRH-300S 鼎R�日本｢｣虹rIj二搬卵生補助物什 

萎三一､プロジェクションオプチメ｣ト 刄J-ルツァイスイエナ社MOD20/20 鼎B�H本｢'7虹Lト.叔興/I.i-補助物什 

a:.l=麦芽≡能フライネ盤 剴坥ｧ精機MS型U 鼎2�中小企業庁補助物件 

…漣硬工具研磨盤 刄Aサヒダイヤモンド工業SDG型 鼎2�日本｢沌沖振興公補助物什 

大阪工作所360t想-X型 鼎"�日本l′i4tiJl,-瀬慨'iih.hrJ助物什 

萎壬事能顕徴測定器 剋O井精樵MLD1000 �3��日ネこ｢川上こ車叔恥会補助物1'ト 

蔓､さ身亘ツ.クゲージ 剪ﾃ上PTWA級 �3��日本rl虹車加熱三.:袖助物什 
蕪~_∴ 慧烹万能工具研削盤 剿q野フライス社C-40 �3��日本rrl鮎Fil_搬熱L仝補助物什 

排~--二.-L-,品名 測-.1-,:J;i.::.;. 亢ｸｦ佛韭��滋Frrl/;卜lkL 儖Xﾖﾂ�

pS 蓬_JZ_杏.羊一 葉裳喪触酸化試験装置 宙ﾟ(ｷｹgｹ�ｸﾞﾈ��ｴ4�Bﾓ2�平成10 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

三豊保存データライブラリーシステム �5H6�8坪5�7x嶸5�6x8ｸ6h�ｸ5穩�5��8 侈y%��

寒さi1妻華粂織物出力用プリントシステム �4ﾈ8H6ﾘ92蔭ﾂ�7 侈y%��十★- ij%:;三三.準荷重尉申張測定装置 比T8蓼哩4��6 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

級_芋t一一.1 撃羊烹ミケロート-ム 凅)*傅H駟*舮ﾒﾓ3c��6 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

敷津⊥ray用紙維測定装置 忠j騫ﾘｧr�6 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

雛顕微7-リユ変換赤外分光光度計 字-諌 ��gｹZｩ��ｩDeBﾘuE"�5 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��



品名 亢ｸｦ佛韭��iiiLLFFHr:-也 儖Xﾖﾂ�

Ⅹ線-7イケT77ナライサ(-tjJ走査電子顕微鏡 氷��6H����T･4ﾒﾓSC��ﾅb�平成5 〇 4 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

システム顕微鏡装置 忠�X6ｨ5(98uﾓ$bﾔﾆﾖﾂ��侈y%��

色彩測色システム ��hﾜｩ�hﾛxﾇd5"ﾓ#���侈y%��

繊度測定機 �靠Y�慰ｈﾟ(5H�ｸ6�b�2ﾖ牝��4 侈y%��

テキスタイルデザインシステム 倅��4x985x6ｨ4�8ｨ984�"ﾓCT��ワ �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

カラーインクジェットプリンタ 倅�ﾙ6Hｴ���T4｣Ss����元 侈y%��

万能抗張力試験機 宙ﾟ)8y,9�ｸﾞﾈ��u2ﾓS��"�7L 侈y%��

耐うヒ試験機 �5�4ｸ韋ﾋ�ｴ�丑播�ﾂﾓX*辻ﾆ防984��ｸ4�9XﾏR�昭和63 侈y%��

自動検撚楼 �8耳ﾏｹ�亳9+s#V6蹌�55 侈y%��

自記分光光度計 �?ｩzy�ｸﾞﾈ�x｣3Bｘﾅ��52 侈y%��

品名 亢ｸｦ定ﾅ韭��設T托JL卜吐 儖Xﾖﾂ�

生物顕微鏡システム 宙ﾟ(6ｨ5(984x4�8ｨ7F�5Тc��4ﾕ､ﾄﾃB�平成9 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

糸むら試験機 �684x8ｸ7ぺ4ｲﾘ4X5�5��ｸx｣8ﾅ��9 侈y%��

リング撚糸機 仄Izxｴ�､$ﾒﾓ3�3)���9 侈y%��

一本糊付け機 耗8ﾅ紲7��9 侈y%��

全自動サンプル整経機 比�85��ｸ7��ｳ�3�2ﾓ#���9 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

自動単糸強伸度試験機 �5ﾈ4x8ｸ7�4ｲﾘ4X5�5��ｸxｨ6X985ﾘ8�7��ｸ686zC2�8 侈y%��

透湿試験装置 儷��X毎怦ｧy�旭ﾙ�ｸﾞﾈ�DふC��/ 侈y%��

コールタ一.カウンター装置 �5(�ｸ8ｹuｸ爾�4x8ﾈ4�6x8ﾘ6ｨ4�5�6ﾒ�〇 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

試験用洗濯機(ワッシャ一法) 宙ﾟ)�X毎怦ｧy�旭ﾙ�ｸﾞﾈ�u2ﾓ�R�こ) �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

織物通気度試験機(7ラシナ-ル塑) 僭i5h毎怦ｧy�旭ﾙ�ｸﾞﾈ���ﾓ3c��○ �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

加圧ろ過試験機 �ｨｷｹgｹ�ｸﾞﾈ�e�Bﾕs#��a �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

糸ねじり､交差トルク試験機 �4ｨ6rﾘ6X6(4竕j莇U2ﾔ蜥ﾓ��4 侈y%��

万能抗張力試験機 宙勧8y,9�ｸﾞﾈ��rﾓ��GB��4 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

全自動糸番手測定装置 儻�8yf���茜D�UD$�ﾈ齷:隰x鏐ﾏ�ｫy�Y'YWB�4 侈y%��

全自動検撚機 儻�8yf���泳薀2ﾓS�齷:隰x鏐ﾏ�ｫy�Y'YWB�3 侈y%��

透過性試験機 �4ｨ6rﾘ6X6(4閂､ｴU4bﾓ���3 侈y%��

ドピー電子制御装置 伜)68�TD2ﾓ#����り ∠ノ 侈y%��

織物引張試験機 忠j��X毎怦ｧy�旭ﾙ�ｸﾞﾈ�ｴrﾓ3���元 侈y%�爾�

新商品開発システム機器 ��3塔���#��元 侈y%��

コンビネーション意匠撚糸機 仄Izxｴ�､$h6s$�紵���昭和63 侈y%���

多色広巾織機 番�dTﾂ�ﾒﾓ2�H 伜)(hｮ仂i*�^(�Z以��

撚りセット機 ��霑8�7ｸ488��ｸ4ﾈ885�5��ｳsR�51 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

テンションメ-クー �$��44慰�"倆�#���%t���51 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

糸抱合力試験機 儼y68��51 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

万能抗張力試験機 �8y,9�ｸﾞﾈ��｣��52ﾓS���51 �(h抦ｮ仂i*�^(�Z以��

2.歳入歳出

2. 1　歳　入(一般会計)

科目 劔� 冰ﾈ蟀�2�収入済額 

款 剄� 刮P 没eﾒ� 

1.Lr川村及T/トT-放利一 � � �� �.rﾃ��て�ｒ�9,683,54() 

使用料 劔商工使用料 �8ﾉfｹYHﾔ鮎hｵｨ��5ｨ985��ｲ� �"�##bﾃ�ｓ��2,542,100 

巨数料商丁手数料 劔�+ｨ7�ﾎ�8ﾘ5)�H辷��5ｨ985��ｸｮﾉky=�� 澱ﾃS�"ﾃ�ｓ��7,141,440 

財産収入匝産運-A 劍ﾞ�蝎nﾉWH�?ﾂ�侈xﾏh��り �54,()OO 

諸収入 �ｹ?ﾂ�倅y?ﾂ�亰ｨ��4�6��ﾊH�485F�ﾘ轌;��375.000 �350,000 

経営技術等研修講習受講料 ��ビﾃ������ビ緜���

推入 �.��釘ﾃ�コ�

合計 劔�9,380,()00 �10,279,225 

2. 2　歳　出(一般会計)

科目 劔��ﾘ螽ｧ｢�支出済額 

款 剄� 冉��frJT Br] 

商工費 � �� ��S�ﾃ��Rﾃccr�15ユ,805.667 

商工業費 �� 釘緜c津cC��4,669,649 

商工業総務費 ��115,536 ���RﾃS3b�

i 剪�報償賓 都"ﾃ����72,000 

旅費 �#�縱���20,780 

需用費 湯ﾃ3c��9,369 

使用料及び貸借料 ��2ﾃ9�3r�13,387 

｣二葉振興費 ��4.554,113 釘經SBﾃ��2�

報償費 �2ﾃSC�ﾃ����3.541,000 

旅費 都3bﾃ��2�736,日3 

需用賓 �8c迭ﾃS���ユ95,500 



∴ -U;1 S 蘇 i'+ ､+ ��劔劔Ja_7= てI藁 こ軽 ち--; ?;I 三柔 �� 兀二一1/ i,/( 3.依頼試験および設備使用業務 ≧ノ_3.1依頼試験 

SI 刳ｼ 俘��‖ ����予算額 倡因��｢� 剩ﾄﾃ�� 

役務費 鉄2ﾃS���53,50ー) 劔 ��

負i朝潮勤もよこ戸村堆 �#ゆt��28,0()0 �+ I:i +I+ �� 

中小企業費 �� ��Crﾃ�3bﾂｓ���147.136,O18 剪� � 兀H���区分 劍源xｩ�B�単位名 ��yS �� 劍ｵｨ���h耳怩�Eﾉ6��ﾈ辷��ﾘ)8x辷��分析試験 �.��ｹZｩ�ﾒ�都��試料 

中小企業指導費 ��6O2,8()() 田�"ﾃ�����ｩ[ｨ爾��� �� 定量分析 �47 ��ﾉZ｢�

材料試験 倩YZ��ｸ韋ﾋ���3C��秤 
報償費 ��C2���143,1()() 剪� 

義 挙 ペン �� � 劔WｩZ��ｸ韋ﾋ��鼎�2�件 

旅費 鉄Bﾃ����54,800 劔 収縮率試験 �133 倩驅��
=* � 劔���枇ｭ9.���3B�成分 

需用費 �3#rﾃ����327,000 � � 
繊維混用率 �60 ��ﾉZ｢�

役務費 鉄"ﾃ����52,9()0 �-蒸 二一ヲ 薬 潔 一三頑 と喜 寿 � 劔��IZ瓜ｨ���ﾘﾇbン等gｸ決屬���3b�件 

顕微鏡写真撮影 �65 倩驅��栄 剪� ��使用料及び賃借料 �#Rﾂｔ��25.00() 劔 

_i ��劔劔� 劔染色試験 ��Y�bﾈ覃�8韋ﾋ��釘�試料.項目 

東北部工業技術セント費 ��146.533,218 ��CbﾃS32ﾃ#���剪�劔染色堅牢度試験 �348 倩驅�ﾘ�m｢�
I:彰 劔劔劔 劔��Y�hﾉ怨97郁靈�,x����#R�】0時間ごと 

報酬 迭�#RｒﾃS#r�5.25(),527 劔 成績書の複 本.証明書 刎�[b��2�件 

i 劔劔劔 劔��[b����秤 

共済費 都ビ纉S2�787.953 劔 (+ 劔劔劔 劔小計 剴�ﾃccB� 

賃金 班�B偵#S��80,258 劔 
24 ��劔劔� 劍ｵｨ���i?�怩�材料試験 俟H+2���cB�試料.測定 

一､ ��劔劔� � 劍ﾖH+9ZｩW｢��韜{����ｩ.��>�������試料 

報償費 都�RﾃRｒｒ�705,500 刪ｰ､ �� 諺 � 劔俟H+9ZｩW｢��韜{����ｩ.���2����sb�測定 

? 酔 ���� ��旅費 �2ﾃ�#津CS��3.929.459 � �� 劔仄ﾙ7郁靈��引張 �3���試料 
圧縮 ����試料 

需~周章 �3Rﾃc3り�ｲ迭���35,638.054 � � 
莞惑 � 劔剄~伏点 ��r�試料 

役務費 ��ｒﾃxﾞﾒ糒�3"�10,784.432 �� �� � 劔耐力 鼎B�試料 

伸び 絞り �#C"��b�試料 試料 

委託料 途ﾃ育sb纉Bｒ�7,886,94() �� �� 

A-喜一 _-..辛 :Lき＼ � � 剔g織試験 侏�Oxｻ韲ｩ�鞴(乏���s"�視野 使用料及び賃借料 �#ィ��s��284,170 劔 
顕微鏡写真撮影(焼増) �87 冑r�

備品購入費 勇b津csR駮�R�80.675,8()5 劔 

湧 ��劔劔剪�劔Zｩ�ﾘ韋ﾋ��定量分析 �1,118 ��ﾉZ｢�

精密測定 �+x+2���7�������ﾗ&篦��涛��測定 
負担事赫力およこ閣寸金 鼎�2ﾃs#��∠は3,720 剋O__a 袖を-JC � 

繋 劔劔勍+ Jリiも � 劔�7H6�8ﾘ6(4�5���ﾘ5c��偉H�+x*ﾓ#Vﾖﾒ��湯�試料 

-竜 ���� ��公課費 �#bﾃD��26.4OO 劔 劔疋ﾈ8ﾘ6(4�5��vH5bzB偉H�+s�#Vﾖﾒ�����試料 

.重責芸 �� 劔�ﾘ耳5bs�t88�4���IJｨvJHｻ(-ﾚH8ｨ984顫ﾂ��途�試料 
+ ���7冦��� �� �2ﾉ?｣32頡#b�3,933,8()6 刪齡ｭ: � 

-> ~3.} i: A 裳を== 誉ニ iYr ��劔剪�十- ��劔塩水噴霧試験 剴�2�24時間 

建築費 �� �2纉32蹐ｲｓb�3.933,8()6 � � 劔試料調整 剴�湯�試料 

成績書の複i 本.証明書】 刎�[b���[b�鼎��件 

建築総務費 假冽�N��2,573.8〔)6 �"ﾃSs2ﾃ��b�����劔�6 佇��

小計 剴"ﾃsSr� 

_1二手請負費 亦�2�4剃�窒��1,36f),00() �; � 

合計 劔4,421 ��合計 劔155.73日.473 ��SR縱3津�ﾓ�s2���

-ll- 一一10-- 劔剪���r�U�?�ｧcﾒﾖ��ﾖ�ﾕ�r��ﾈ-8�h耳璽ｨ7ﾘ8ﾂ�韋u�� 



3. 2　設備使用

部署 仞iZ｢�俶yw�:��B�使用時間数 

技術第--料 能登川支所 高島支所 俤驅�靈�ｴ�ｮﾒ�万能抗張力試験機 �3B�34 

観察機器 ��hﾛ闇�6H��ﾋ�Oxｻ��5 澱�

マイクロスコープシステム ���1 

生物顕微鏡 釘�4 

実体.pt],f]:徴税 ��B�17 

顕微鏡画像記録装置 迭�5 

物理量測定機器 佰X5�7�4�6x8ｸ4�6�8�485X�ｲ�1 ���

環境機器 倩x､��ﾈ7H4h�ｸ6�8��ｸ5��4 鉄��

恒温恒湿器 釘�144 

化学分析機器 �ﾙ�ﾈ7ﾘ484�8ﾘ4�6�8�485X�ｲ�3 途�

顕微フーリエ変換赤外分光光度計 ��"�25 

電気炉 �2�7 

熱風乾燥機 唐�74 

繊維試験機器 佶��ｴ��20 �#��

自動検撚機 �#R�28 

番手測定装置 �3��37 

自動単糸強伸度試験機 鼎B�50 

風合い試験機1圧縮 纏擦係数 ���1 

1 ���

布引裂試験機 ���1 

織物摩擦試験機(ユニハ十一サル型) 澱�ll 

織物通気度試験機 �#��22 

燃焼試験装置 �"�2 

保温性試験機 釘�17 

織物摩擦試験機(学振型) ���1 

織物収縮率試験機けルヤー型) �2�5 

準備機械 佻�WIvﾂ�13 鉄"�

整経機 塔b�344 

撚糸機 �3B�204 

その他の準備機械 ��b�64 

製織機械 傅ﾉYﾙ�Hｴ��2 ��B�

染色仕上機械 俶H�8ｴ�､"�3 ��"�

染色機 田��366 

その他の染色仕上機 �2�3 

コンヒoユータシステム機器 �5(987���8h�ｹuｸ5h5�6X8�ｴ�ｮﾒ�112 �����

計測機器 佗i�ｨｴ�ｮﾒ�232 鼎cB�

小計 �820 �"ﾃ#モ�

部署区分 劔使用回数 俶yw�鳧ｭI�B�

技術第二科材料試験機器 剄ﾞ料試験 �#WH4坪*�ﾈ8途�112 ��ｨ8c"�

lO()t万能試験機 �3B�74 

硬さ試験 �7H抦8ｨ6ﾈ8ｸﾖH+8韋ﾋ�ｴ��101 �����

ロックウェル硬度計 釘�4 

ヒヾツカース硬度計 釘�5 

マイクロヒ中ソカース硬度計 �#��31 

シヨア硬度計 �6ｒ��2��3 

衝撃試験機 冤l 免ﾂ�

化学分析機器 �%��b驅�囮:��.榎ｩZｩ�ﾙ�Y'R��#"�22 

電子天秤 �49 鼎��

JCP発光分析装置 �58 田��

工作機械 �4ｨ6(6x4�7B�免ﾂ�ll 

精密測定機器 ��泳yiﾉEﾉ8ｨ帽ｴ���"�2 

CNC三次元測定機 �9 �#2�

表面粗さ測定器 �14 ����

莫円度円筒形状測定器 �4 唐�

環境機器 凭)Dﾘ�Xﾈ(韋ﾋ�ｴ��途�487 

精密低温恒温槽 �2 都r�

小型超低温恒温槽 �1 迭�

キヤス試験機 �8 鼎SB�

機械試験機器 �6h5h6�5�8ｹ�ﾙ5�-�+�-ﾙ�ｩ.��Y'R����6 

水圧ボンフ �2 澱�

摩擦摩耗試験機 �3 ���B�

バルナ性能試験機 �13 鉄b�

組織.試料調整機器 俯ﾈ�ﾘ)�ﾈ韜{���&hｴ����"�12 

湿式ベルト粗研磨機 冤l 免ﾂ�

空圧式自動埋込機 �19 ����

ロ-スヒ亡.-ト2連式研磨トフナル �21 �#R�

倒立聖金属顕微鏡 冤い ����

Ⅹ線マイクロアナライザー 冤l ��R�

画像観察装置 �6 途�

コンヒoユータ機器 �4�X���ﾘ5h5�6X8�����3 

小計 剴Sコ�1.842 

合計 劔1.405 釘ﾃ�3��



4.技術指導業務 4.1技術相談 (単位:件) 劔劔劔･,+ 毒素 .fll 三漢 方誉 rき}' }>'Y 令 .~遥 唏���･~.宍 yl ■■ ･発き喜藤 -_ぎーYJ 窒 ��-~4.3設備貸与企業に係る巡回指導 

業種宅 剋ﾀ施日数 們�邵ｮ仂i�B�貸与設備 倡y;�馼ﾘ��り､ 

一般機械器具製 造業 �(延べ)6 澱�平面研削盤 NC旋盤 NC放電虹横 ��霎�ﾅ�,ﾉ��7��ｩ.��*ﾓ陷�ﾔ扱ｨ��6h�ｸ5���蒿9�儁X��ﾔ�,h5x4��

技術分野 亰ｨ���bﾙ{��亰ｨ���i?�怩�僞ﾉ6��ﾈ辷��俘)8x辷��俘xﾇb� � �� 

電気 ��"�塔b����途����b�� 剪�

機械 湯���c2�迭������sr�劔 劔剴(�(5闔ｩ?�984��85ｨ985��◇新素材加コ二データ 

材料 化学 繊維 食品 デザイン 共通 �3b�s2�C#"�����3b��#Cb�c����"�����R����R�3Sr���33��R����"�ccB�?｢���Cb��#�2��C��津CC2�"�3C����"�劔 劔劔nXﾅ蒿9Z�ﾘstH8ﾂﾘ6��く>段取り替えの短縮 

･~_書~≡p葦=ja ���6Hｴ8ｴ�､(ｮﾘｾ��ｲ��(ｼb����1 ��泳y[ﾙlｨﾊHﾞﾙMR�◇研磨液の廃液処理 ◇ホイルのディスクの再利用 

% 刹ﾙ要 那 盗-_壷 ----~~二.諺 ��侏Xﾗﾈｼb����1 冩ｸ�3s�8ﾈ5ベ抦6x4ﾂ�<>加工条件のデータベース化 ◇後継者の育成 

繊維工業 �4 釘�レヒ07ルーム 電子ミシン 多頭式刺繍機 吹込設備 ��顫IV舒�h,h6h5X4892���4x,ﾈⅹV丶ｩJﾘ,X,ﾈｨ駅����7�5h98,ﾈ�):ﾙzhﾏﾈ�2��餾yl��鞜B�
合計 鉄途�田s��都�2�都#���"ﾃc�"�劔琴言 

4.2地域活性化アドバイザー事業 劔劔劔 � 

業種宅 剋ﾀ施日数 剋ﾀ施企業数 刄Aドバイザー 剋w導事項 剪�あ � ��坪ﾘxﾇb���"�12 �� 

一般機械器具製 造業 �27 �6 剌纐�`郎 薮野嘉雄 凵梵ｻ品改良と組立.検査の合理化 ◇Ⅰso9000取得批めのシステム構築 劔 � ��冑や紵&��ｨ蝌ｼh6h5X4898ﾏﾈ�8馼ｼb�

前田持 凵枹us304の加工硬化と管理方法 劔劔佛ﾈ爾�+yVﾈ蝎&��

常慶直久 凵檮�ﾆ現場の管理技術 劔劔�+yVﾈ蝎&�,Y�ｹ�(+X,H*(.儼ﾈ+�.�-�/�,ﾚIz��8.)dｹn)(ZIWH岑+�I�Y�99�,俶yw�+8.ｨ.僮)�i&�,X*��

木谷聴生 // 凵梭ﾙ種金属接合における品質確認 劔劔�+(8ﾘ廂&ﾈ,ﾈﾘ(*)�Y�h��ﾔ�,ﾘｹ�78.(�?ｩ*ﾊH��棠9�,Xﾗ8.ﾘ.ｨ,H*ｸ,H*(.�,ﾈ*ｨﾋｸ�8,X*�.肺+ｸ,ﾈ+ﾘ-ⅸﾚ��

◇sUs304のアーク溶接方法 劔劔���-ﾈ,Y9h蝎&�,ﾉVﾈ+�.�-�/��ｹ�(ｮ仂h,ﾙ�bﾙ[�9��Y�h,亊h+x.�&ﾘ�,ﾙW9wh,X.�*�,(+ﾘ*ｪHｽ�霹亢8,ﾉ.��

金属製品製造業 �5 �2 刳ﾝ辺秀夫 八木永治 凵梺酎｢型自動洗浄装置の開発 ◇メッキ後の製品の洗浄方法 剪�ぷ 十 �� �� ����X��ﾈ��B�Lｲ�_消費者の購買力 肖奏者が求める製 肖嘗者ニーズに合 身につける必要 �.�岔9�,�.h.��YYﾘ,茨冽h,ﾈﾋ淫ﾘ,h,�.芥�x闇�,ﾈ7h8ﾘ5�4�6x4�4X6y4��h蝎�ﾈﾆ�*��V�,ﾈ､ｩJﾘ/��I��+x.儺ｹwh*ｨ*�.薬�,(+ﾘⅹV�5x､｢掩��X,侘�.x+ｘ/��ﾘ.�+ﾘ-�,�,ﾚHﾜX��ｹV�/��8�+X+ﾙZ�,8*ﾘ.悪B�*ｨ*�.芥ﾚ�D�7�,ﾘ+ｸ,ﾈｮ��)4亰ｨ��/��;�+8+�.�+ﾘ-�,ﾂ)�b(,�,(*(,I9h馼ｼh/�Iﾂ�

プラスす.ノク製占L製iむ菜 �1 �1 刪ｻ井英二 凵柮Jサイクルへgツ甘トルの射出成形 劔 剪�

電車機械器具製造業 �2 冓 刮恆ｺ益作 凵档Zンサの小電力基板設計 劔 剪�

非鉄金属製造業 �3 �1 刳ﾛ直樹 凵档Cン卜打トホームへ0-シヾの作製.登録 剪� ��# �� �+X+ﾒ韭��i&��h蝌,ﾈｵｨ��,�68-ﾈ.x+蟹�Y�h,x.ｨ,I�ｸﾏｸﾏｸ,h,�.�>ﾈﾏｸ8ﾘ,ﾉ�b饉�,ﾉ&ﾘ�*ｨ�9;�,X*ｺHﾚ�ﾎ2�ⅹV丶ｩJﾘ,�*�*(,Hｨ�*�+8.ｨ.薬�6X�ｸ7ﾓｩ�hﾜｨ,ﾈｮ��)&ﾘ��

鉄鋼業 �6 �1 剿��ﾃ雄 凵柩SOに基づく品質保証体系確立 劔 剪�

繊維工業.衣服 その他繊維製品 �21 冓O 剿x井利男 山下等 凵档Nレーム防止のための織機調整法 ◇染色排水の処理技術 剪� 剪�

製造業 劔剿��`雄 LLj下重二 九直樹 凵梏Tso9000取得机W)システム構築 ◇Ⅰso9()()0取得粧頼システム構築 ◇生産管理手法 劔劔唸6h5X4899�ｩ&ｹo�ｨ5�5�488ｨ984�4�7H4(5り5(4��9Uﾈﾘ)69W��2�

㌢ 刄Tブテーマ開催日参加者数 
一見輝彦 〟 凵梵V商品開発 劔劔��第1回光と色.色彩体系について11月18日15人 劔� 

◇サイジング技術の向上 ◇技術開発のための人材育成 劔劔��H���

相馬勲 劔� 劔白ﾙ)ﾃ(��Gｩ�h,ﾈｮ��(,i+)��,�,(*(,Fﾃ(ﾈ��i?ｩ��蕀g��

その他の製造業 �5 �2 刹ﾚ沢宴 凵档vラスチックの加コ二法 ◇産業廃棄物の処理技術 劔 剪� 1＼ 宮原俊夫 劔� 剪�苓����鉉�c8��ｬ(ｺｸ,i�hﾜ｢��hﾜｨﾇh枌�7H4�6(5h8x98,�,(*(,C�ﾈ�#�?｣�Y�ﾂ��I6ﾒ�

合計 �70 �24 � � 剪� 剪�
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(2)湖東産地

服地とインテリアについて新商品開発におけるマーケツテングカ､企画力等の個々の技術力向Lに

4, 5　産地･団体事業の指導および支援

向けた相談会を行った○今年度は､コンセプトやディスプレイに詳しい専門家を選定し､新しい視点~ のもとに取り組んだo従来の産地製品は､麻を中心にした高付加価値と高いクオリティのあるミセス ��-+l S-- &' 賢∴､ ミキ ↓+ 三一】. 車 専 二十 軍J b こ≡ -l メ ニT4 + ー7. 台-～ ÷苧 ミミ 蛋 ささ ;+ 俣｢ﾕBﾂ�ﾈ粘ﾓｨ���Jｪ"ﾔ��JB鞋ｲ�指導.支援した事業 ����ｸ蝎&粳&9�ﾂ�指導支援の内容 

マーケット重視型産 儉ｸ�l儘鮎hｺi:��xﾘr�新商品開発と斬新な染色染色デザインにつ 

+ 剴靆｢�vゆ����Lｲ�V��ｹ2���

層が中心であったが､今回は売れる商品作りの観点から比較的商品が動いているヤング層に標準を当 劔地構造構築事業 凾｢て取り組まれたC.野蚕糸や高度な織物設計 

て､従来にも増してクオリティのある産地として､マ--ケツトニーズや市場価格を考えた商品企画に 劔刹Z術を駆使したシーズ技術を提供しながら指 

取り組むことができたo テーマ:市場ニーズと販売促進につながるデザインおよび商品開発 デザイン相談役:モア.サンク代表平岡隆一 スタジオ.し.える代表上原公代 サブテーマ開催E]参加者数 第1回服地のシーズン性や用途拡大に向けてのデザイン創作10月9日14人 について11社 劔剴ｱしたo 

態 劔9��劍ﾌ�8ﾉ��査ﾔ鮎hｺi:��xﾘr�麻と他の繊維との複合による高感度な製品 開発に取り組まれたC.具体的な製品開発に関 して､製織技術､染色加工､デザイン等の面 から個々の企業を指導したC 

二. 蔓 歪 + 劔高島織物工業協同組合 俘)8x+�,�-ﾘ,ﾉ<�*X/�ｨ�*�+X+ﾙ�hⅹV丶ｩJﾘ,b��ﾈﾝ闔y�ﾈ馼ｼh,偃h.��x-ﾈ.ｨ+ﾖ��hⅹV�,ﾉ�ﾘﾇb�.)�h蝌ｵｨ��,�,(*(,H轌;�+x.�,hｺH,唏ﾊHｸh橙�

第2回寝装.インテリアのシーズン性や用途拡大に向けての10月19日11人 デザイン創作について9社_■ 劔刳J催についての指導をしたo 

与 岩手 劔劍��棹ﾊy��査ｺh橙�インターネットを活用した情報発信や需要 第3回服地の販売促進につながるデザイン開発と製品設計に11月18日14人~- 劔刳J拓について取り組まれたG発信情報の内容 
ついて11社 劔凾窿Cンターネット活用方法などについて指導 

第4回寝装.インテリアの販売促進につながるデザイン開発11月27日11人 と製品設計について9杜 (3)高島産地 高島織物工業協同組合傘下の産地振興推進委員会を対象として集団指導を実施したo綿素材の特徴 を最大限に生かし､｢ちぢみ製品｣の持っている響きや伝統ある付加価値について吟味し､提案型の新∴ 商品開発を実施したoこの新｢高島ちぢみ｣宣言Ⅲを展示会のテーマとして｢第13回ビワタカシマ 素材展｣が開催され､テキスタイルの大消費地において綿クレープ.ちぢみ製品としての良さを多数 のアパレル､商社等の川下関連業者に提案し､需要開拓に結びつけられたo 劔凾ｵた○ 

-i 劔剴ﾁ定中小企業集積の 活性化事業 侘�8ﾈ蝎&��特定分野進出のための新技術.新商品開発 や技術者養成､マーケッティング力の向上に 関する取り組みがされた〔;延べ6回の技術者 養成講習会や新商品開発での具体的な課題に ついて指導したo 

離合化開発促進事業 仄i:��xﾘx6X4�8�6(6r�異業種企業12社が､介護支援を目的にシ ーツ自動交換システムの開発に取り組まれ たo主に､耐圧センサーを用いた要介護者の モニタリングシステムの構築を指導したo 

テーマ:高島ちぢみ製品のデザイン企画と商品開発について ��剏o営資源アドバイス 俘)8x蝎&��ユーザや消費者が求める衣料品の物性把握 

デザイン相談役:㈱デコ-ジャパン代表菅井英子 劔セミナー 凾竡Y地企業の品質管理技術の向上について取 り組まれたo延べ5回の講習会の.開催や個別 企業の品質管理について指導した¢ 

i 刄Tブテーマ開催日参加者数二 班Bﾒ�

･rl 剔�1回高島ちぢみ製品のデザイン企画について8月26日15人.__二一 �,s｢�ﾓB�ﾟR�*ｸ*ｲ����2�剞V分野進出等円滑化 俘)8x蝎&��クレープ織物製シャツの新商品.新技術開 13社 第2回高島ちぢみ製品の提案型商品開発とデザインについて10月27日13人 11社 第3回高島ちぢみ製品の提案型商品開発とデザインについて2月2日10人 ･8社~- 劔指導事業 剩ｭおよび市場動向調査について取り組まれ たoカッターシャツ等のアウター分野の製品 開発について規格､製織､染色技術面から指 導したぐ.. 

落 す pV>: :弦 =露 _jLJI と講._ 慧三 ･%賢 等 ��第4回高島ちぢみ製品の織.染.加工および展示創作デザイ3月27E313人 ンについて11社 -16- 菱*ｲ�*ｸ耳頸����2�n����Yzr�剄ｓ≒D物産地77ツ高島産地新旭町商工会主催で開催されたファッショ シヨンデザインコンンショーの開催企画を指導し､併せて審査員 テスド98として事業を支援したこ_ -17-- 



4. 6　主な技術指導事例

課　　題:着尺地の新製品開発について

指導内容:新製品を開発する場合の消費者ニーズ(含:問屋)やマーケッティングの重要性､従来の

固定観念にとらわれない発想のほか､各企業における新製品開発織物の具体的な設計技術､

製造技術､製品の性能等について指導した｡

課　　題:特殊加工ガラス繊維の製織技術について

指導内容:ちりめん製造業者が新しい分野の開拓を目指し､従来取り扱ったことのないガラス繊維を

製級するために､ガラス繊維の基礎的な性質や特性､織物設計技術､準備技術､製織技術､

人体-の影響等座学と実習により指導した｡.

課　　題:防しわ性能を有する正絹着尺地の開発について

指導内容:絹は､しわが取れにくいのが欠点でありその原因と対策､新規な防しわ性の高い着尺の開

発について指導｡しわになりにくい防しわ性としわが取れやすい回復性とがあり､絹の曲

げ特性や滑り特性､伸長特性等基礎知識の指導および防しわ性を向上させるために強撚糸

使いによる新しい織物設計技術､準備技術､評価技術等を指導した｡

課　　題:コンピュータを用いた工程管理等

指導内容:社内で行っていた品質管理や工程管理を､台帳管理からコンピュータによる

を行うために､安価な市販ソフトを用いた管理方法について指導を行ったC

課　　題:水質浄化用接触材の除去率予測について

指導内容:公園内の水路において水質浄化用の挽物接触材を使用した場合の除去効率について指導

たo過去のフィールド試験のデータから､対象河川における　SS､ BOD､ COD等の除去

予測のための実験式を導き､施工法等について指導した｡

課　　題:ガラス織物の染色斑の原因

指導内容:ガラス繊維織物のたて方向に白っぽいスジが発生したG正常部分と異常部分について､音

分値および金属成分の分析をおこない原因の究明をしたー　金属成分の相違は認められな

が油分億において少しの相違があったC

課　　題:帆布製品のスポット斑(輪じみ)

指導内容:帆布生地(綿繊維)の製品において､染色後に輪じみのスポット斑が発生した｡染色前

理工程において原因が考えられ､このための指導をした｡さらに､日付の重い資材織物

染色加工は衣料製品の場合と比較して細心の注意が必要であり､その対応について指導

した｡

課　　題:オーガニックコットン製品の染色斑

指導内容:オ-ガニックコットンやカラ-ドコットンとして天然素材の特徴を有している製品にお

て染色斑が発生したU　当商品は天然の色素で､染色堅牢度は低いC　石鹸処理､アルカリ

理､酸性処理等の試験を実施して､その対策を指導した｡

課　　題:刺繍ワッペンの接着強力の向上

指導内容:刺繍したワッペンをナイロン織物に接着する場合に接着強力が弱いため､解決策につい

指導した｡接着樹脂としてはアミド系樹脂が使用されており､接着強力を高める方法に

いて指導した｡ --方の張V)合わせる織物はナイロン繊維であり､分析試験の結果シリコ

ン擬水加工がされていて接着性を低下させているoこれらの対策について指導した｡

課　　題:ベルト基布の設計試織

指導内容:ガラス繊維によるベルトの試作に関し､既存織物の分解をおこない､新しい機能を付加し

た設計方法など弓垂の設計を指導したoまた､実際に製織するための注意点･問題点等を

指摘して製織した結果､良好な織物が得られた｡

課　　題:織物風合い差の原因

指導内容: A社と自社の織物に風合いの差が発生し､ A社の風合いの織物が求められた｡原凶を探し

たところ､引張り試験の初期に差が見られ､スパンテンクス糸との合糸方法に問題がある

ことが判明したo撚糸条件の設定について指導した結果､同一の織物ができたo

課　　題:カタログ作成

指導内容:作務衣を販売するに当たり､カタログを作りたいとの希望があったoその特徴は特殊な絹

糸を使っているので､電子顕微鏡撮影や製品写真のコンピュータ取り込みなどをおこない､

カタログ作成を指導した｡

題:新製品開発および展示会等への出展指導

旨導内容:新用途開発中の織物に関し､用途等を考慮した形状および展示等の指導､環境に配慮した

大豆インキと再生紙を利用したチラシの作成､視覚効果を利用したコンセプトボードの作

成､展示空間のディスプレイ方法などを指導した｡

題:空店舗を利用した店舗の運営と新製品開発指導

旨導内容:継続指導している政策グループに対して､自主企画運営プロセスの指導を行ったo従来の

新製品開発だけでなく､政策グループのイメージ提案と季節や地域行事と連携したイベン

ト､空間利用(ディスプレイ)等の指導､およびDMやポスターの作成､活臥情報提供

方法等を指導した｡

題:コンセプトマップ作成指導

旨導内容:企業の特色に合わせてコンセプトマップ作成するため･製品の視覚効果を利用した効果的

なプレゼンテーションについて指導した｡新しいデザイン作成用具やデザインシステムを

活用した指導の他､当センターが保有するデザイン資料等も活用したo

題:ファッションショーの運営指導

商工会主催のファッションデザインコンテストの運営およびデザインの審査を行った｡地

元の企業により活用しやすいイベントとする事を指導し､併せて新製品開発のためのデザ

インソースとなる事を考慮して審査を行った｡

題:二重ガラスサッシで光を遮断する材料について

空間内に条件によって光を吸収する反応性ガスを充填すZ'方法､ガラス内面に偏光機能や

電気信号による液晶的機能を持つ薄膜を貼る方法などが考えられるが､絹途によって選択

する材料が異なり採周にはコスト面を考慮して選択するよう指導したo

題: PMMAの燃焼でダイオキシンが発生するか.またMMAの毒性について

不純物や塩素系添加物を含まない材料そのものからのダイオキシンの発生は考えられない

が､塩素化合物等が添加されている場合や､周囲の燃焼環境に塩素が存在すれば発生する

可能性があるこ毒性については､化学物質安全性データシート(MSDSJに詳細に記載

されている旨指導した｡

題:ポリエチレンのガソリンや芳香族系油に対する耐久性について
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指導内容: -一般的には､接触や容器として使用しても問題ないが､個別の成分に対しては溶解する場

合があるので､主成分や他の構成成分を特定する必要がある｡また使用するポリエチレン

も種類が豊富なので注意するよう指導したo

課　　題:董寿鉄塗装面の異物の分析について

指導内容:黒色および赤色の異物を蛍光Ⅹ線を用い分析したo両者ともFeが検出されたため､ 2価

および3価の鉄酸化物であると推定した｡

課　　題二表面皮膜の分析について

指導内容: SK材表面の各種Ni-P皮膜について分析した｡各用途においてP/Ni比が異なって

いたため､皮膜の製造方法等が異なっていることが推定され上o

課　　題:球状黒鉛鋳鉄の黒鉛球状化率を求めて､客先に提出したい

指導内容:当所で開発した画像処理システムを使って､対象となる各試料から5視野分の球状化率を

求め､レポート形式で出力する方法について指導した｡

課　　題:複数の金型の比較を行いたい

指導内容:金型の表面形状を多点測定し､測定データから作成した立体形状の比較を行ったo比較の

結果､各金型間には形状の差は殆どないことが分かった｡

課　　題:弁体の開発

指導内容:仕様として要求される強度を持った構造を得るために､ CAE解析による応力評価の方法

について指導した｡

課　　題:AccessによるDBプログラミングと活用の方法について(DBソフトを用いて業務処理プ

ログラムを独自開発し社内業務のOA化を図りたい｡)

指導内容: DBの設計方法､ Accessおよびvisual Basicのプログラミング方法などについて継続的に指

導を行うことにより､社内業務のOA化の第一歩を踏み出すことができがきでたo

課　　題:ホームページの開設方法について

指導内容:ダイアルアップによる接続方法､ FTPによるデータの転送方法､サーバー内のデータ構造､

画像データの作成およびリンク方法などについて指導を行うことにより､無事ホームペー

ジが開設でき､外部から問い合わせが入ってくるようになったD

課　　題:ボルトの破損について

指導内容:ボルト材質はS CM調質材(焼入れ.焼戻し)で､硬度はHRC45程度の高張力ボルト

であった｡破損個所をEPMA (電子線マイクロアナライザ)で調べたところ粒界破面(脂

性破面)で環境腐食による水素脆化割れ(遅れ破壊)と推察される｡対策としてはHRC

3 0程度のボルトに変更し､メッキ後はすみやかにべ-キング処理を施す必要があるo

課　　題:焼却灰の分析と処分について

指導内容:灰をディスク状に固めて蛍光Ⅹ線分析したところ､主成分的には砂､上紙の焼却灰に近

い成分であったが､産廃処理を行っていく場合は､環境証明事業所で分析する必要もある｡

また､場合によっては溶出試験も必要であるC

課　　題:充填剤のカーボンブラックの形状､粒径を確認したい｡

指導内容:カーボンブラックを溶液で分散させカバーグラス上に展開して､原子間力顕微鏡で測定し

たところ､規格では100-200nmの粒径ではあったが､実際には300nm､及び

数十nmの粒子も多く含まれていることが分かった｡形状は概ね円形又は楕円状であった｡

5.研究業務

研究テーマl研究者 刹､同研究者および研究協力者 

フローテイングプランターの開発研究 �$ｩ�ｩ_(���滋賀県立大学三凶相緒佐武 

リン除去に関する研究 伜(岑���� 

捨て耳による水質浄化 亳y68ﾘ靂��$ｩ�ｩ�xﾔr� 

･立体化織物の開発研究(A) ��8x､｢�ｶy?ｨ8畏靂�� 

㌔-農業用濁水浄化資材の開発研究 ��8x､｢� 

よし苗植栽用繊維資材の開発研究 ��8x､｢�共同研究(有)西村織布工場 

汎用性吸水性材料の開発研究(1) 倅��飩2� 

生物活性を用いた高分子材料の開発 刎Xﾞ)H颱b�共同研究滋賀県封く学広原日出夫 

ポリオレフィン材料の環境劣化とモルフォロ ジーに関する研究 亶ｹ�ﾈ毎爾ﾒﾒ�滋賀県立大学田中暗 

キャビテーション効果を利用した水処理技 �)YHﾔ�ｲ�滋賀県立大学奥野長晴 

術の研究(その2) 刄N岡谷卓司 I,坂本充 I,安野正之 

金属製品の検査精度の向上に関する研究 ��ﾈﾞ�ｹ�b� 

~自動遠隔制御技術の開発に関する研究 刋�H��龍谷大学杉山善明 

高性能厚膜材料の開発とその接合技術に閑 こする研究Ⅰ 傀ｩW�Wb�滋賀県立大学菊池潮美 

球状黒鉛鋳鉄の組織制御に関する研究 ��ﾉ>�ｮH躋�滋賀県立大学田中他喜男 

-切削加工支援システムの開発 ��Y�ﾈﾔyk�� 

高強度材料の切削に関する研究 儖:%���ｨ��謦�滋賀県立大学中川平三郎 

非破壊による表面硬化処理材の表面硬化 層深さの計測手法上関する研究 �H�8毎耳耳爾�滋賀県立大学聞達裕貴 

コンニャク加工糸の撚数と強力変化 冦��ｩ(亳�� 

地域産業におけるデザイン創作 傅ﾉ$ｩh9yﾒ� 

絹を主体とした複合織物の試作開発 俾ﾘ竧ｮﾈ�� 

Newシボの開発に関する研究 伜(岑����揵$ｩh9hB� 



フローテインクプランターの開発研究

嘉島支所　　谷村　泰
1.日的

高島地域にはゴム資材を中心に産業資材関係の企業が多く､特に厚織や合繊資材の製織技術がある
また､ジオテキスタイルや環境資材を手がける企業も出てきている｡今回､産地の技術を活かし

生部分(植生マット)を織物で作成し､水質浄化を行うフローテイングプランターの開発を目的と

研究を行った｡
2.内容

厚織り技術と無交錯組織(図1)を用いて植生マットを開発した(図2)｡このマットを用いて
ローテイングプランターを作成し､実際に植物を栽培(図3)して水質浄化の性能評価を行った｡

図1.無交錯組織

3.結果

図2　植生マットモデル

図3.実験装置概要

クレソン(オランダガラシ)を用い､プランターとエアレーション(バブリング)の効果を､T-

N0-lN､ NOユーN､ T-P､ TOCについて測定した結果､プランターを使用する事により7)ン･窒素が

されることがわかったo　また､バブリングとプランタ-を併用することによって､窒素とリンの

効率が向上することが認められた｡

プラントによる効果

5　人U　5　nU LL'　0　54　4　3　3　N　2　1

(～)計琳盤

I(7 1)ンクによる効果

二　___･. I:7_二竺____________ハフリIJつ1T_i-

グラフ1.プランターによる効果　　　　　グラフ2,バブリングによる効果

窒素の形態については､プランター単独の場合でも　NH｡-NからNOxへの変化が認められた

ブリングを併用したものは､その変化が大きかつたo NPの除去については､プランタ--1m3･

あたり最高でT-Nは400mg､ T-Pは25771gの能力が得られた(実験時期: 2-3月)C

4.今後の課題(今後の方針)

実験ではバブリングを行うためにエアーポンプを使用したが, 7イ-]L/UL77.実際に使用するシ

ムについても検討する必要がある｡
-lJL･

リン除去に関する研究

能登川支所　山下　重和

.目的

リンの除去技術は現在でも立ち遅れてお｡･河川や既存の簡易な浄化槽においては､

ン除去技術に対応していないのが現状である0本研究においては､管理の容易さと安

な処理コストでのリン除去のための接触材の開発を行った｡

.内容

鉄系接触材(織物)を試作し､鉄材が水中で腐食して溶出する鉄イオンと水中のリン

イオンを結合させ､リン酸鉄等の無機質として沈殿除去する｡

.結果

年度は鉄系接触材(織物)の設計および試作を実施した｡

緯糸鉄線挿入による鉄系織物接触材の開発を行った｡

糸に0･3mmの鉄線を織物の表と裏に挿入

鉄パイプ挿入用織物接触材の開発

物組織により､袋部の中央に鉄パイプを挿入し固定できる織物の開発を行った｡

作Ⅰについては､鉄線が腐食して消失しても緯糸のポリプロピレ.ンにより､
そのま

物分解の接触材として継続使用できるo Lかし､リン除去の機能がなくなるとい

息があるC接触材Bは新規に鉄パイプを挿入することにより､リンの除去が継続し

きる｡

~7 後の課題(今後の方針)

発した接触材のリン除去についての効果は､次年度に実験する予定である,U
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捨て耳による水質浄化

技術第一科　　吉田克己

高島支所　　　谷村泰宏

1 .日的

革新織機で織られる織物が非常に多くなっているが､その端には必ず捨て耳が発生し､

多くは焼却処分にされる｡これを有効利用するために水質浄化用の痛材としての可能性を

検討した｡

2.内容

産業資材用のエステル捨て耳を撚糸し､ 2本併せてコード

にして渡材とした｡これを枠に組み込み　採取した水を入れ､

試験を行った｡

水は安曇川町琵琶湖河口付近の生活排水が流れている河川

から採取した｡

河川原水のBODは1. 8p p m､ C ODは2･ 7p p m､

透過率は200nmで28. 1%､ 660nmで96･ 9%

であった｡

BODは漉材投入後､ 1-10日位までは悪化してお

り､嬢材の洗浄不足によるものと思われる｡しかし､ 1

4日後には渡材を投入した水質がブランクを上回り､漉

材の効果が認めらた｡ 1日を基準にとると14日後には

約55%､ 28日後には35%となり､大きな効果が認

められた｡ 10日程度で微生物が発生･定着したと思わ

また､ C 0 D低減には効果がなく､コ…ドを入れな

いブランクの方が常に良い結果になり､ 28日後には

約20%程度悪化した｡

透過度(200n m)は1日後は低下しているが､

2日後から効果が出ている｡実際目視では1日後でも

ブランクと比較し透明度が向上していた｡また､繊維

屑の浮遊は認められなかった｡

なお､嬉材量や接触面積による差は渡材の洗浄不足などから認められなかった0

4.今後の課題(今後の方針)

まだ､十分な結果は出せていないが､透過率は20%程度の向上､ BODは35%にな

り､十分効果が認めらるので､引き続き細部の試験をおこない､最終的にフィールドテス

トを経て､実際の効果を調査する必要があるD
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立体化織物の開発研究(ll)

高島支所　　　浦島　開.

技術第一科　　吉田　克己

1.日的

今回､ 9年度に続きジオテキスタイルや環境資材としての展開が期待できる立体化織物

の開発を行った｡意匠撚糸の方法に水溶性ビニロンを併用し､後加工により立体化を図る

方法である｡

2.内容

図1のような立体化織物を得るために､意匠控糸機と水溶性ビニロンにより見かけより

長い糸長を確保する糸(結節糸)を作成しよこ糸として織り込んだ｡表裏の地よこ糸複数

本に1本割合で構成することとした｡

:': ■-.1: >:　:,:

ll. I ●て･.:~▼~~

-.__.ノ　▼■●■■こ■　▼一日__′　▼▲日日■　▼-____′　一一l

図1　製織後断面モデル

図2

この結節糸は以下の条件で3種類作成した｡

①綿糸1 0S/1を2本諸糸(324S)にするo

諸糸2本を(1 : 2. 3)の比率で意匠撚糸(4

て水溶性ビニロン600d 1本を撚糸(207Z)

②綿糸1 0S/1を3本諸糸(32　4　S)にする｡

諸糸2本を(1 : 2. 3)の比率で意匠撚糸(4

て水溶性ビニロン6　00d l本を撚糸(2　0　7Z)

③綿糸1 0ゝ/1を4本諸糸(3　2　4S)にする｡

諸糸2本を(1 : 2. 3)の比率で意匠撚糸(4

て水溶性ビニロン6　0　0d 1本を撚糸(2　0　7Z)

/･･. .･'-t･.
J t41=+　　t

｣　.日日._　_･'.日.　L'･･J' 1･.::' '･･.:'

加工後断面モデル

次に水溶性ビニロン6　0　0　d　2本と綿

03S)を実施｡この糸と押さえ糸とし

した｡

次に水溶性ビニロン60　0d2本と綿

03S)を実施｡この糸と押さえ糸とL

L/た｡

次に水溶性ビニロン6　0　0d　2本と綿

03S)を実施｡この糸と押さえ糸とし

した｡

3.結果

身　試絶後､水溶性どこ｡ンを溶解し乾燥後測定した｡なお､結節糸が表裏の生地と結節す

る部分を移動しないように接着剤で固定してから溶解した｡おおよそ計算値と同程度の実

測値であった｡接着剤で固定した部分が5-1 0　mm程度の長さを必要としたため計算結

果より小さい値であったと考えられる｡よこ糸に､このような結節糸を使用することによ

り表裏2枚の生地の厚さ(間隔)を変えることが可能であった｡

(cm) �������(B) 嫡2��(D) 

計算厚さ 迭���9.4 �#��2�5.8 

糸① 釘絣�8.0 ��偵R�5.0 

糸② 釘�2�7ー7 �#�絣�4.8 

糸③ 釘�2�7.9 ��偵��4.7 

4.今後の課題(今後の方針)

この結果をシーズ技術として､今後は効果的な応用面について検討する予定である｡
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農業用濁水浄化資材の開発研究

高島支所　　　浦島　開

1 .日的

琵琶湖の水質は60年代以降はほほ横ばいの状況を示してきたが､ C 0 D等は徐々に増

加傾向を示し悪化の懸念がある｡農業排水については､兼業化による耕作時期の集中化や

ほ場整備事業による大規模田化等により濁水の懸念がある｡県においても各種の濁水対策

が行われているところではあるが､今回繊維素材を用いた濁水浄化資材について検討した

サイフォン方式は水の浄化には効果あるが処理速度が非常に遅い｡予備実験の結果8

0本のポリエステルスパン糸(4　0/1)で150cc/hr.1 6　0　0本で　380cc伽.2　4　0　0本で

575cc/hr.程度であった｡

漉過布は最近極細繊維を使用したものが注目されている｡表面を起毛し漣過精度を上げる

工夫が行われたり　している｡

2.内容

繊維資材の形態として糸状や布状資材が考えられ､るが､作成設備や資材コスト等から糸

状資材とした｡また､濁水発生懸念のある時期は2-3ケ月程度であり環境面からも使用

する繊維素材は天然繊維である綿とした｡染色用プラスティックボビンに糸状素材を巻き

試験した｡糸状資材としてモール糸､かべ糸､諸糸､染色糸を作成し試験試料とした｡

配水管内に設置することから農作業性と浄化両面から検討が必要である｡そこで､通水

と漣過性能について試験した｡

3.結果

表1　通水量(ml/sec.)

試料 天ﾖﾒ�lOmm 

モール糸(I.2S) �#�紕�18.2 

かベ糸(40十8) ��?｢���18.7 

諸糸(10/10) �#S����57,1 

染色糸(10/2) ��Cゆ��76_9 

表2　処理水の除去率(%)

試料 天ﾖﾒ�10mm 

モール糸(1.2S) 涛�綯�99.2 

かベ糸(40S十8S) 湯���99.2 

諸糸(lo§/lO) 途綯�27.7 

染色糸(ーOs/2) 鉄R繧�69.9 

表1は水の通水量であるが､試料の巻き厚さはほぼ5mmと10mmとした｡モール糸は

さに関わらず通水量が小さい｡かべ糸と諸糸は巻き厚さに大きく影響された｡これらの

点と染色糸は精練条件が異なったために親水性に差がある~ように思われるo

表2は資材で処理した水に残存した固形物重量から計算したものである｡また､原水

処理水の顕微鏡観察を行った｡

どの資材も巻き量が増加することにより除去率もアップしている｡モール糸は高度に

去している｡かべ糸は巻き厚差の増加により急激に除去率がアップする｡諸糸は棒状で

り水との接触が少ないため除去率が低いと思われる｡染色糸は比較的巻き厚さによる影

は少ない｡

このことから､通水量と除去率は逆相関の傾向を示している｡その中でも染色糸は比

的通水量も大き　く除去率も高いと思われる｡

4.今後の課題(今後の方針)

通水量を大き　く　しながら､固形物の除去能力を維持しやすい素材と形態について､

続して検討する｡
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よし苗植栽用繊維資材の開発研究

嘉島支所　　　浦島　開

〔共同研究〕 (育)西村織布工場

1.日的

琵琶湖岸では持続的な水環境保全を目的に､ (財)淡海環境保全財団によりよし商が植

栽されている｡現在琵琶湖で実施されている種子繊維製マットによるヨシの植栽方法は､

①苗運搬コストが高い｡②マットが定植中に破損する｡③苗や資材等の在庫が多い｡など

の問題が指摘されている｡そのため､織物を活用した新規な定植用資材の開発を行う｡

2.内容

2. 1繊維資材の開発

定植する現地でカバーに覆われたマット(複合資材)にヨシ苗を装填し定植作業を行う

こととする｡そのためマットは事前に苗が入るようにくり抜いておく｡カバークロスは､

を装填できるよう織物組織やサイズを検討して制作した.カバークロスの使用素材は､

然環境で分解させるため絹を使用した｡また､婦に防虫､防水､防腐､抗菌効果がある

言われている天然柿渋を塗布した資材も同様に作成した｡

ニ2. 2腐食試験

3種の絹織物を一般小河川につけ込み織物の腐食性試験を行った. 1週間毎に織物の強

と伸度を測定したo　強力と伸度の経時変化を図1,図2に示した.強力は5週間程度で

滅した｡伸度はなだらかに低下減少を示した｡

3.結果

腐食試験の結果から､天然柿渋加工を行ったカバークロスと無処理の資材について定植

験を行った｡定植場所は､新旭町針江浜の沖と今津町の湖岸でいずれも水中と砂浜に実

した｡定植時期は1 1月であり現在経過観察中である｡

強力の軽時変化(平均値)

i+A-a+Cl

0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　00　0　0　0　0　0　0　0　0　0　人UO　9　8　7　6　5　4　3　2　1

(EocJも1)

4.今後の課題(今後の方針)

マットが自然環境で分解する時期を 低コストで制御する方法について検討する必要が
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汎用性吸水性材料の開発研究(1 )

技術第一科　　三宅　肇

1 .日　的

本研究の目的は､天然資源や廃棄物を利用して､高吸水性をもつ高分子ゲルを開発する

ことである｡

①工業材料に適した形(フイルム･繊維･プラスチック･膜-)に成型する

J

②天然資源(パルプセルロース･セリシンタンパク-弓や廃棄物(精練廃棄物や使用済

みおむつ内のポリマー-)などを原材料とする

1

③利用工業に適した付加価値化(水中不純物の吸着性･生分解性･医療素材としての

生体性-)を行い､実用化に結びつける｡

2.内　容

本年度は上記研究目的の①について実施した｡

すなわち､でんぷん十アクリル酸系吸水性ポリマーをグラフト重合により作成し､ポリ

ビニルアルコール(以下P VA)とブレンドする｡ブレンドゲルを-3　0℃のメタノール中

に押し出し､吸水性を持つゲル繊維化する｡フイルム化については､ブレンドゲルをシャ

ーレに流し込んで乾燥する｡

3.結　果

(乾燥時) (吸水時)

デンプン+アクリル酸系吸水性ポリマーは､自重の約1 00倍の吸水能を示した｡ P V

Aブレンドゲル繊維については､写真に示すように自重の約8倍の吸水能を示した｡これ

は､ P V Aゲル繊維の3倍の吸水能であり､ブレンドの効果が見られた｡

本実験では､フイルム作成および紡糸設備がないため繊維形状を作るにとどまったが､

異形断面繊維化や多孔質フイルム化で表面積を広くすることにより､より大きな吸水能が

期待できる｡

なお繊維化はゲル紡糸が､フイルム化は押し出し法が適当と考える0

4.今後の課題(今後の方針)

3ヶ年研究の初年度として､吸水性高分子とP VAのブレンドによるフイルム化､繊維

化の可能性を兄いだした｡

H 1 1年度は､産業廃液(セリシン)を原材料に用いて高吸水性高分子材料を作成する｡

これをもとにH 1 2年の実用化に結びつけていく｡
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生物活性を用いた高分子材料の開発

技術第一科　　脇坂　博之

〔共同研究〕　滋賀県立大学

1.日的

本研究では､加水分解酵素であるリパーゼを用いてラクトンの開環重合を行い､生分解

性を有する高配向､立体規則性に優れた高分子ポリエステルの合成を目的とするo

肴
D-Dodecanolactone

Enzyme

in organic solventH｡町51nH

2.内容

研究の目的であるラクトンの酵素触媒重合を円滑に行うために､酵素触媒による加水分

解反応による酵素の活性を検討した｡酵素はいずれも微生物由来の酵素で､これらの酵素

によってラクトンの重合がされた場合､生分解性が期待される｡

D-Dodecanolactone

3.結果

(一OE∈)世鞘

4　　3　　20　　0　　0

｣　00

Enzyme

in water HO

D-Dodecanolactoneの酵素加水分解

くつ　　　　　⊂〉　　　　　⊂)　　　　⊂)

寸　　　　　q)　　　　　N

N　　　　　　寸　　　　　｢一

時間(分)

31ユニXON山096

0

人J".1三

加水分解を行った結果を左閲に示

す｡ 3種の微生物由来の酵素の内

Pseudomonas cepacta由来のLipase PSに

おいて最も加水分解における活性が

見られた｡

4.今後の課題(今後の方針)

今後､重合反応に向けて酵素活性を上げるための反応条件の選定や､酵素修飾について

検討するo　また､このラクトンは光学活性体でもあり､ R､ S体いずれの異性体が反応し

ているかについても､立体選択性に優れた高分子を生成していく上で重要であり､検討し

ていく予定である｡



ポリオレフィン材料の環境劣化とモルフォロジーに関する研究

技術第一科　　宮川栄一

1.日　的

近年ポリオレフィンは､ダイオキシンなどの環境汚染問題によるpvCの代替品として､またガス管や

水道管などの構造材料としての需要が高まっており､光･熱劣化の検討が安全性と信頼性向上のため重

な研究課題となっている｡今までに､光･熱劣化の反応機構の研究は数多く行われてきた｡本研究では､

熱履歴や配向性の異なったモルフォロジーを持つ低密度ポリエチレン(LDPE)が､光･熱劣化に及ぼす

LDPE分子の凝集状態､ひいては分子運動性の影響を明らかにすることを目的とする｡

2.内　容

LDPEの劣化が深さ方向にどの程度進行するのか､また劣化によるPE分子の主鎖切断や架橋状態につし

ても検討した｡さらに､成形.加工時に使用される熱安定剤､酸化防止剤等の劣化防止用添加物の有無l

よる劣化への影響･効果を無添加PEを使用して検討を加えた｡

3.結　果
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∈

也
脂
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図1空乱DPEフイルム(附の12日間光照射における　図2　急乱DPEフイルム(I)の光捌寸に対する　　図3　無誘加急冷フイルム仲川)の光照掛こ対する応力とひずみの関
深さとカルポニル基の吸光度の関係　　　　　　　　　分子1分布の変化

(1)劣化によるカルポニル基は､中心部ほど急歌に生成量が漉少する. (図1)

表面部と内部に著しい差があるのは､中心部への酸素の通り易さが劣化に影響を与え､非晶相での

鎖切断･架橋と結晶化の進行が関与していると考えられる｡

(2)劣化後の分子量分布から､主銀切断と架礁反応が同時に起こる. (図2)

ピークが低分子量側に移動し､高分子量側の量が増加しているC　この変化は､ 4日以降の誘導期間

過ぎてから進行している｡延伸フイルムでこの傾向は小さく､配向性に影響されると考えられる｡

(3)応カーひずみ試験では､劣化による非晶相の変化を示す｡ (図3)

誘導期間中はある程度の機械的特性を有し､これを過ぎると特にmPEでは極端に強度低下を引き起

す｡ IRスペクトルから､ HDPEの方がカルポニル基等二重結合が生成し易いことが分かった0

4.今後の課題(今後の方針)

紫外･可視吸収スペクトルから､光照射によって220nm付　ぎ0.5

近に吸収を持つ構造が増加しているC (図4)　これは共役　貰

性吸収帯またはラジカル性吸収帯と考えられるが､どのよう

な構造に帰属できるか今後GC/MS測定により劣化生成物を　　　-o･5

推定し確認したい｡

200　　　　250　　　　300

波長/nm

画4　親房加急,%u)pEフJルムfL)1の光照射時間に対する
紫外槻収スペクトルの変化

キャビテーション効果を利用した水処理技術の研究(その2)

技術第二科　阿部　弘幸

㌔.目　的

キャビテーション(Cavitation)とは､液体の局所的かつ急激な圧力低下による沸騰現象で､配管.

バルブ･スクリゴー等の流体素子の性能を低下させるため､問題とされて来た｡本研究は､逆にキャビ

テーション効果を利用し､水処理等に応用するため､制御付プランジャー型高圧ポンプと貴方1,らが提

案した拘束壁噴流槽を組み合わせた試験機を使って､模擬実験水および野外実水を処理し､その条件と

効果を検討した｡

.内　容(方法)

試験機で､模擬実験水(340mg / ･ Dグルコース水溶液､

0.2 0/oポリヒ〇二ルアルコール水溶液) ､彦根城堀水､彦根船溜水､

水道水等を60Kgf/cm･'､ 5- 10パス､ノズル(脱

気､吸気モード)を使って処理した｡溶存酸素(DO)､

懸濁物質(ss)､化学的酸素要求量(COD)､生物化

学的酸素要求量(BOD)､大腸菌群数〔MPN法〕､顕

微鏡によるプランクトン観察を行った｡

結　果

現状での試験機の処理効果についてまとめる｡

①溶存酸素について､脱気モードで処理すると溶存酸素飽和

率は約80 %と低下し､吸気モードで処理すると､経時的に

飽和に近づく｡

②模擬有機汚濁水(Dグルコース水溶液､ポリビニルアルコール水溶液

等)を処理したが､ COD ､ BODの変化は殆どなく､ レし′　ー

醍

分解は起こらなかった｡

③彦根城堀水に見られる高濃度の懸濁物質(SS)は､同

処理により約半分に減少した｡

④大腸菌の処理効果については､親機の仕様では､まだ､

低かった｡

0　　　　2　　　　4　　　　　6　　　　　8

循環時間(令)

図1.ノズルモードによる溶存酸素飽和率の変化

今後の課題

今後は､同処理によるその他の溶存物質の濃度･形態の変化や､更に高圧の条件下での処理効果等を

検討していきたい｡

指導協力:滋賀県立大学､九州産業大学')､ (樵) YBM



金属製晶の検査精度の向上に関する研究
-一一一汎F那iJ画像処理システムの開発一一-

技術第二科　川崎　雅生

1.日　的

汎用性の高い画像処理プログラムを開発することにより､検査作業の自動化･省力化を推進し､検査
精度の向上を図る｡

2.内　容

日)感応検査(人の経験と感による検査j　に汎用的に対応できる学習機能の検討開発
･ 2層ニューラルネットワーク　rNN)による学習の効率化

･学習のための会話型教示機能の検討開発
･学習に基づく不定形状の認識､測定

(2)検査対象に応じて必要な前処理を会話型で確認しながら､画像処理できる機能の検討開発
･各種前処理機能の検討開発
･各種寸法測定機能の検討開発
･マクロ登録､実行機能の検討開発

3.結　果

(1)金属材料

組織検査〔黒鉛の球状化率､粒径分布)､金属粉の粒度検査などに利用可能

(2)機械部品

微小穴測定(形状測定､真円度測定)､寸法測定などに利用可能

(3)電気部品
シャドウマスクの欠陥分析､電気波形(写真､グラフ)の数値管理などに利用可能

(4)そ　の　他

記号.文字の認識､微生物の分類などに利用可龍

一-適用事例一一

球状黒鉛鋳鉄の
黒鉛球状化牽測定

T,　　'　叫､→やブl

t　　　1､  .`I I

ヽ

.-～ ･∴ ,:.～.r-

`･. ､ LL ..!.I

J　ヽ ･p･′･　ヽ

金属組絵の粒径分布

シャドウマスクの欠陥分析　クラブの数値データ化

ねじ山の角度測定　　加工穴の桑門度測定

距離測定　　　　　　　不定形状の分要頁

4.今後の課題

重なりのある対象物に対しても学習機能による判別､甘定ができるような機能追加等を行う〔また､ヘ
ルプ機能なと'の操作性に対する改善なと-も課題である二

自動遠隔制御技術の開発に関する研究1
技術第二科　増井　淳

1.日　的

ネ再ワークを利用して企業の工場内に分散する各種製造株器の状況等を遠隔のコンピュータから自

動監視し､その状況に合わせて遠隔装置の自動制御が行えるシステムを開発することにより､加工組立

硯場などの自動化･省力化を図る｡

2.内　容

(1)所内のネットワークに接続したccDカメラおよび放射温度計を遠隔のホストコンピュータから

制御し､画像情事旺温度情報を自動記録するシステムの検討

(2う遠隔対象物の温度を連続計測する機能の検討

(3)監視エl)ア内の状況変化を､酎豪データとして自動記録する機能の検討

3.結　果

(/1/､自動遠隔監視システムの開発
･所内のネットワークに接続したccDカメラお

よび放射温度計を遠隔のホストコンビュ一夕か

ら制御することにより､リアルタイムに画像情

報と温度情報を通信記録する遠隔監視システム
を開発した｡

･温度変化履歴グラフ上の変化の大きい時刻の

監視エリアの状態を､画像で確認できる機能を

開発した｡

(2)表面温度の連続計測実験

温度モニタ(時間ノミ
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4･今後の課題

( 1パ鼠度計およびカメラの旋回機能瑚締,r
Jノ2 }外部LA冊ゝらcT)運用実験

3 )遠隔装置の制御機能の検討
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高性能厚膜材料の開発とその接合技術に関する研究

技術第二科　所　敏

1.日　的

部品･装置等の材料は､使用される環境により耐熱性･耐摩葺利生･耐食性･高硬度･靭性等の特性

同時に持った材料が要求されている｡そこで､高硬度かつ耐摩耗性があるが脆いWC一低coと靭性の

るステンレスとの粉末焼結接合により両材質の長所を兼ね備えた厚膜材料を開発することが目的であ

る｡

2.内　容

( 1 )厚膜素材(WC一低co)の焼結技術および特性の検討

従来より　Co量の少ない開発品(wc-2wt%Co)の赦密化焼結条件を検討し､従来品(wc-10wt%Co)と

硬度､抗折力､引張強さ､摩耗特性を比較調査した｡

(2) WC一高co/ステンレス接合技術の検討

WC一低Co/ステンレス接合では両者の熱膨張差が大きいため剥離等の問題が生じため､層間に熱応

を緩和する中間層を挿入する必要があり､熱膨張がWC一低Coとステンレスとの中間のWC一高Coと密度を

化させたステンレスとの接合を行った｡

3.結　果

( 1 )厚膜素材(wc一低co)の焼結技術および特性の検討

(図1､図2)

開発品(wc-2wt%Co)の焼結体はI473Kの型温度でほぼ

赦審化した｡その特性は従来品(wc-10wt%Co)に比べ､

抗折力および引張強度は低下したが､硬度が高く耐摩耗　蓋

特性が優れていた｡ステンレスとの接合により抗折力等　=

の改善がされることを期待している｡

(2) wc一高co/ステンレス接合技術の検討(図3)

wc一高co /ステンレスの接合において赦客体である

-#IOOステルス接合材の場合は直上の層を】00%coに､多孔

質のため熱応力緩和効果のある#42-120ステンレス接合材の場

合は20wt%WCまで増加させてもステルスの強度に匹敵する

接合強度が得られた｡
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図2　開発品と従来品との摩耗特性の比較
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図1　開発品と従来品との硬度の比較
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図3　WC一高co/スレンレス接合強度

4.今後の方針

厚膜素材と母材との一体焼結接合技術を検討し､その特性を評価する｡
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球状黒鉛鋳鉄の組織制御に関する研究

技術第二科　西内　廉志

1.目的

球状黒鉛鋳鉄の基地組織を強敵化する方法として焼ならし処理研一ライト化)､ ADI処理(オース

ンパ熱処理)等があるoこれらの改質柳摘強度塙敵性(軽量佃等の物性が優れているため､機械

品としての利用が期待されているD機械部品は機械的強度の他に耐摩耗が要求される場合が多いoそこ

･実用的な摩耗特性を把捉するため､これらの改質材と硬さを変化させた炭素鋼調質材とのすべり摩耗

性の検討を行った｡

≡.内　容

1)球状黒鉛鋳鉄材の焼きならし熱処理およびオ
-ステンパ熱処理

2) FCD焼ならし材およびADI処理材と硬さ

を変化させたS45C調質材(HRC25-54)

とのすべり摩耗試験

.結　果

) AD HFCAD900,FCAD1200)および焼なら

FCD (基地組織:ハC-ライト地)の乾式摩耗

相手材が高硬度の調質鋼ほど摩耗量が軽

ADIの摩耗は焼ならしFCDの摩耗より少

く､ ADIのなかでは高硬度のFCAD12

0のほうがFCAD900より摩耗が少ない｡

ADIおよび焼きならしFCDと相手材凋

転倒)との組み合わせは相手材が高硬度(H

40-55程度で両者の硬度差HRC5-

程度が適している｡

今後の課題(今後の方針)

機械部品の摩耗特性は使用条件(速度､荷重､

経等)､相手材の硬さ等により異なるC

今回の基礎データをベースにして使局材料に

じた摩耗特性を把握する必要がある　rSUS

等)0

チ
73K-3.6Ks

3K-3.6Ks

30　　　　　40　　　　　50

S45C調要材の硬さ(HRC)

ADIおよび焼ならしFCD材の摩耗

(相手材S4 5C調質鋼)



切削加工支援システムの開発
技術第二科　大西　宏明

1.日　的

切削加工はその設定条件によって加工の良否が変化するが､最適な条件設定をするため

には異なる条件による切削実験を多数回繰り返し行う必要があり､またその良否の判断に

も切削加工に対する経験が必要ときれる｡本研究では切削条件の設定を簡便に行えるよう

なシステムを構築することを目的とする｡

2.内　容

切削動力計を用いて加工中の切削抵抗

の測定を行い､それより切削に要したエ

ネルギ←を求める｡

切削条件

粛mパノコン/

･ ′､

l A/Dポー(､

チャージアン/ブ

t'/_I/I.岸/J塵5.やI計

卯月'/JIB

【 � 剿ｳ巨アブロー 

｣ヰ �� ��經��i.75 �"����

0.2 ��紕�0.6 碁歴準質草申轡輿圭三≡書 

200 �3���400 

切削抵抗測定の装置構成

条件の組み合わせを変え､計1 8回の切

削実験を行った｡

七　　　　　′fJ

.i/j･堰駆WIiq(′竹T

ぐ､＼ ��

/ヽ､--(＼ /■ 咼d綴底R鶻鶻鶻粐��X�ﾂ�

｢イ ��

塩　エア()5 I.75　2.0　0.2　0.4　06　20() 300　400

冷却　切り込み量　送り速度　　切削速度

加工条件の切削エネルギーへの影響

測定した切削抵抗より切削に要したエネルギーを求め､エネルギーの時間に対する使われ方への切削条件

の影響力を調べた｡安定した加工状態を得るためには切り込み量は小さく､送り速度を遠くしたほうがよ

また送り速度は速すぎても遅すぎても切削に悪影響を与えるとの結果を得た｡

4.今後の課題(今後の方針)

エネルギーの安定性と被削性との相関について評価を行})C･また､取付の容易さ､測定可能な剛度数城の

拡大のために振動測定でエわしギ-評価を行う方法について検討する｡
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高強度材料の切削に関する研究

技術第二科　　樋口　英司

1.日　的

日常業務の技術指導の中に､難削材で一一般的なオ--ステナイト系ステンレス鋪(SUS　304)の加T_

条件に関する質問(加工方法は異なる)を数多く受けるo史には披削材が変わった時､被削材に合った加_i二

条件の設走法として各工具メ-カの作成している製品カタログ内の加工条件データを参考に用いるが､企業

側の体験としてカタログデータ値をl O O%利用することはできないCでは一般の中小企業で活相好能な加

工データはカタログ値の何パ-セントが適当なのか工具メーカも教えてくれないため､公設武で調べてほし

いと言った要望を受け､これらの要望に応えられる裏付けテ-タを得ることと実験の手軽な評価手段を調べ

た｡

2.内　容

本研究では､制御園子に′T,/り卜突出量､ IeJJ刃先冷却､ ′3)横切れ刃角､ I:4jコ-テング材種､与)切削速度､

⑥送り量､をL 1 8直交表に割付け､実験計画法による実験を実施した｡一特性値は､ 3成分切削動力計を用

いて刃物(工具)に掛かる背分力弓去り分力および主分力､電力量および切削量を測定Qそれぞれに掛かる

力が少なくて応答性が高く加工時間の短い切削条件を調べたo

3.結　果

(1)被削材に切削性の対照的なSUS304とSUS420J2を選定したが､難削材と呼ばれるSUS

3 0 4では切込み設定値に対して実際の切削量はいずれの場合も約5%ほど少くなっている｡

(2)電力ではSUS304が総平均で1%大きな値である｡.

(3)切削抵抗(主分力)ではSUS304が総平均で約10%少か,値であるC

共通の最適条件　個性倦ノ　とメーカのカタログ推奨条件を比較すると､ほぼ同じ条件といえる′二

①実験値　　切削速度　200m/ml n　乏カタログ値　　切削速度150m/min

送り　　0. 3mm/r eヽ′

横切れ刃角　　　30ロ

コーテング勅使　AC304

刃先冷却　　　　エアー

送り　0. 25mm/∫ e v

切込み　2. 0mm

コーテンゲ材軽　AC304

刃先冷却　We t

(5)切削条件の判定に特性値として電力量を取り上げたが､有効な結果を得ることができた｡

4･今後の課題(今後の方針)

たくさんのデータが収集できたので､さらにいろんな方向から検討を加えて順次報告したい｡また､被

削材の入手が困難だった高硬度二相ステンレス鋼の切削に関する研究を継続する予定である｡



非破壊による表面硬化処理材の表面硬化深さの
計測手法に関する研究一浸炭焼き入れ耕一(予備研究)

技術第二科　井上　栄

1.日　的

県内企業から要望のあった浸炭焼入れ部材の焼入れ深さの非破壊評価をできるだけ導入費用が安価でか

確実な評価可能なシステムの構築行うため､文献等で-一般的に紹介されている手法を調査検討し､平成

年度からの本研究実施の準備を行う｡

2.内　容

本研究では､ Ⅹ線特性､磁気特性､電気特性等の実験可能な非破壊評価手法について､実際の試験体を

いて､どのような測定結果が出るかを実験するとともに､特許情報等から測定手法として有効と思われる

のについての文献調査を行い､実用化も踏まえた検討を行ったG

3.結　果

(りⅩ線は生材を基準画像として再度生材を差分画像としたものと浸炭焼人材を差分画像としたものの比

したが､目視で見る限り両者に大差は確認できなかった｡

(2)磁気特性としては測定した磁気履歴曲線を図1に示すo生材､浸炭焼無､浸炭焼有の順に同一保磁力
おける残留磁束密度が小さくなっているのが分かるo

(3)電気特性としては4端子法による抵抗値測定の結果を表1に示す｡今回の測定では有効な差は兄いだ

なかった｡

(4)インピーダンス及び位相測定の結果を図2に示す0 3者に若干の差が確認できるo

麦1　4端子法による抵抗　(mfll

ill>Uしこ･r.Lj JnJlilplJ

MzIEl也t FLCld

図l　磁気履歴曲線

一一一Coii○nry 

+Substrate 

-.■-Carburizlng 

一一一C十Oucnch 

1　　　　　　　10　　　　　　100

Frequency lHz]

材　　　浸炭焼無　　浸炭焼有

0.6　　　　　0.5　　　　　0.6

図2　インピ-ダンス測定

(4)特許等文献では､超音波手法によるものがかなり多くあった0

4.今後の課題(今後の方針)

文献等で有効とされる超音波手法による測定ならびに僅かな差の認められた項目について

進める｡

1.日的

コンニャク加工糸の撚数と強力変化

嘉島支所　　木村忠義

クレープ･綿ちぢみ織物､揚柳等と呼ばれている高島ちぢみ織物の付加価値を高め市場性の高級カ

ジュアル製品を開発するため､コンニャク加工糸を使用したときの撚数と強力の関係や収縮性などの

現状について検討した｡

2.内容

ちぢみ製品の特徴である表面形状のシボは､織物の風合いに大きく影響を与える｡硬さや柔軟性等

の物性備によりシボ形状が影響され着用中の快適感を付与している｡

撚数を300t/m･600t/m･900t/m･ 1200t/mの4要因について､強力･伸

の変化を測定した｡

さらに､最終織物での収縮率の測定を行い形態安定性を向上するためのウオッシュアンドウェア一一

を比較した｡

.結果

コンニャク加工糸を使用した場合､撚糸の撚数と強力･伸度変化について次のとおりであったC

撚数600　L/m付近より強力の低下がみられた｡撚数600t/mでは約25%高く､撚数1, 20

t/mでは約3 0%の低下であった｡また､伸度については増加傾向であった｡織物表面の凹凸して

いるシボは､撚数によって変化し着用時の織物風合いに大きく影響している｡

.今後の課題(今後の方針)

今後の検討課題として､締ぢみみ織物の天然素材の特徴を活かし形態安定性(収縮性)の向上や光

性､染色性､さらに水分特性等について試験検討中であり高級なカジュアル製品の開発を図ってい



地域産業におけるデザイン創作

能登川支所　　小脊　麻理

1 .日的

色柄や安価競争､必要以上の宣伝や加工製品が溢れる飽和状況の市場に対して､地域産

業は流行や市場の変動に振り回される事なく生産活動を行う必要がある｡それには地域の

特性を生かした他では出来ない生産活動が必要であり､新しい｢価値｣を提案する必要性

がある｡また､市場の変動や､大量生産品では満足出来ないユーザーニーズを把握する事

により､本来の生産基盤に適合した｢隙間製品｣の開発､提案を行う必要がある｡これら

の事柄から企業の独自力を育成させる事により､将来性･継続性･応用力を高めるC

2.内容

1)デザイン創作システムによるデザイン創作

2)情報調査と課題抽出

3)企画検討室の整備

4)グループ支援

3.結果

i)デザイン創作システムの導入
●デザイン創作システム機器概要 

本体:powerMacG3,PowerBookGM移動可,現地指導用 

出力機器:カラ-インクシナエソト7nリンク-､昇華型70リンク-､ 

大判カラ-7○'Iンダー､液晶70ロシナエM- 

入力機器:デシ十ケルカメラ､タフヾレット､スキャナ 

主なソフト:ⅠHustrator8.0,PhotoShop5.0,FreeHand8J, 

Painter5､PageMaker6_5,ishade等 

2)情報調査と課題抽出
･市場動向調査やトレンド

情報の収集を行い､企業

へ提供､デザイン指導を行った｡

<コンセプトマップ>

3)企画検討重の整備
･企業やデザイナー､プランナー等物づく　りに関わる人材が企画検討､意見交換,学習

会等が出来る場を提供すると共に､複合的な企画が行えるよう指導した,,

4)グループ支援

･小グループや異業種､の企画検討､製品開発の指導に必要な課題を抽出､指導を行っ

た｡ <勉強会(湖東産地)､企画､販売､イベントグループ(長浜上　等>

4.今後の課題(今後の方針)

地域産業に必要なデザインとは､まず人材の育成にある｡与えられた情報からではなく､

自ら必要な情報収集､企画､生産､販売促進し､市場や流行に対応するクリエイトな人材､

クリエイトな地域産業へと移行する必要がある｡.

確実に育成しつつある企画担当者により次年度､新たな活動に継続する｡
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絹を主体とした複合織物の試作開発

技術第一料　　鹿取善寿

1.日　的

長浜産地製品のちりめんは女性用フォーマル商品が主力であるが､着尺に拘らず今後は絹の

特性を活かした幅広い商品開発をすすめる必要があり､今回正絹にこだわることなく新たな付

加価値を付与した新商品開発を臼的に､衣料分野および非衣料分野-の応用を視野に入れた織

物開発を行ったo

2.内　容

①野蚕糸を併用した着尺地

②ハイブリッドシルクを応用した着尺地､服地および浴衣地

③ドビ一組織を応周した洋装生地

④シルバー世代およびベビー用シーツ地等健康素材用生地

3､.結　果

①ェリ蚕の光沢と腰のある着尺の開発ができた｡

②キュプラと生糸で構成されたハイブリッドシルク糸を用いた場合､輝きのあるキュプラの

光沢や奥深い光沢とドレープ性の高い絹の特性を活かした着尺地､服地およびゆかた地の

開発ができた｡.

③ドビ一組織を応用することによって､より変化のある洋装分野への織物ができたo

④シルクの成分は高級なタンパク質であり､人間の肌に触れる素材には非常に良く､シルバ

ー世代およびベビー用の肌に優しい鋸定性の高いシーツ地が開発できた0

4･今後の課題(今後の方針)

これらの開発商品を技術-ズとして関係企業に発表し､製品化に向けて普及指導を図るG
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N E Wシボの(強撚糸織物)開発

能登川支所　　山下　重和

小谷　麻理

1 .日的

従来､強撚糸織物は平織りが主体であるが､本研究においては､ドピー織機を用いてN

e wシボの開発を実施した｡特に二重織物の組織を用いてオパール加工等との組み合わせ

により､従来にない強撚糸蔵物の開発を行い商品の差別化を図った｡

2.内容

今回の試作織物の対象は婦人を対象と　した春物用であるo　ボリューム感をだすため､組

織に二重織りを用い素材と　して綿麻の他にウールを使用した｡

①ウールを使用した春向け用強撚糸織物の開発

LeJドビ一組織を応用した婦人用服地の開発

③強撚糸織物-のオパール加工の実施

④強撚糸織物-の塩縮加工の実施

各･刺繍糸に水溶性ビニロンを用い織物に刺繍を行ったo　その後､水溶性ビニロンを溶解

させ穴(点状)の空いたデザインの服地の開発を実施｡

3.結果

①ウールを用いることにより､ボリューム感のある従来にない風合いの服地の開発がで

きた｡

吃げピーによる二重組織を用いることによって､より変化のあるふくらみとシポ形状が

できた｡

③スケ感のある服地が開発できたo

宜)塩縮加工を施した部分と施さない部分ではシボ形状が異なり､塩縮加工を実施するこ

とによりシボに変化をもたらす事ができる｡

e}刺繍糸に水溶性ビニロンを用いることにより､ドノト状の穴の空いたデザインの服

が開発できた｡

試作品の中からl点を選びワンピ-ス-仕上げたC

今回の試作品については､所内の研究発表において地元の織物業界に情報の提供や展示

会等への出品を行う予定である｡

4.今後の課題(今後の方針)

今回､穴空き(点状)デザインの服地の開発をオパール加工で実施したが､さらにシボ

織物への効果的な適応について検討し/たいo
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6.人材育成事業
6. 1中小企業技術者研修

6･ 1･ 1新技術技術者研修(能登川支所)

(日課程名　　コンピュータ利用技術

(2)研修期間および時間数　平成10年8月24日(月) -8月28日(金)

(3)場　所　東北部工業技術センター　能登川支所　研修室

(4)受講者および修了者　受講者16名

修了者　15名

(5)講　師　滋賀県技術アドバイザー　丸　直樹

(6)科目と時間配分

日程 倬隴B�科目 �>�vR�

8月24日 ��Ε���ウインドーズ98と 偃h.�X*)��ﾞﾉ_ｹd�,ﾈ����I[h��ﾞﾉ�ﾂ�

(月) 蔦#�｣���ワード97について �,i��ﾞﾂ為Xｶ�H�����

8月25日 (水) ��Ε���ﾓ#�｣���表計算ソフトについて 儷ﾈﾞﾉ�ﾈ,i��ﾞﾉ_ｹd�為Xｶ�H�����

8月28日 ��Ε���情報通信 �48985��ｸ6ﾈ6(6yy駅�,ﾈｮ��)&ﾙ�B�

(金) 蔦#�｣���宙ﾗXｶ�H�����

6･ 1. 2　新技術技術者研修(技術第二科)

(1)研修名　　インターネット利用技術

(2)研修期間および時間数　平成10年9月30日(水) -10月1日(木)

(3)場　所　東北部工業技術センター　技術第二科　研修室

(4)受講者および修了者　受講者　27名

修了者　24名

(5)講　師　滋賀県技術アドバイザー　　丸　直樹

(6)科目と時間配分

日程 倬隴B�科目 �>�vR�

9月30日 (水) ���｣���インターネッ.トの基礎 �48985��ｸ6ﾈ6(6x/�y駅�+x.�+ﾘ-�,ﾈｮ��-12:00 剔b知識(講義) 

13:00 -17:00 �48985��ｸ6ﾈ6(6x,�.h.���饑����検索等の操作方法(講義､実習) 

10月1日 (木) ���｣���ホームページの作製Ⅰ �7ｨ�ｸ8�7��ｸ5xﾞﾉ�ｸ,ﾉ��ﾞﾈ訷�����-12:OU 刹`､実習) 

13:00 �7ｨ�ｸ8�7坪5x,ﾈﾞﾉ�ｸub�ホームページ作製と実行(講義､実 

-17:00 剳�) 



6. 2　研究会･講習会

〔)技術普及講習会

種別 佇�?｢�内容 ��ｨ�韃����ﾈ蹴�

技術普及講習会 迭��R粟���｢テキスタイルデサナイン2()OO年に向かつての課題と展望｣ 僞ﾉ6��ﾈ辷��

ユニチカ(鞄テキスタイルデサナイン室室長寺井洋介 ��)kﾂ�

技術普及講習会 澱�3�.�*ﾒ��｢環境と賓源に負荷の少ないプラスチックの使い 亰ｨ���bﾒﾒﾒﾙH��

方とリサイクル｣ 京都工芸繊維大学工芸学部教授奥彬 ��ikﾂ�

技術普及講習会 途�#ｈ懌��｢インターネット体験｣ 俘)8x辷��

地域活性化アドバイザー丸直樹 迄8ikﾂ�

技術普及講習会 �����b粟���｢これからの繊維と織物の動向｣ 僞ﾉ6��ﾈ辷��

(産地活性化) 刹Z術士一一-見輝彦 ���kﾂ�

技術普及講習会 ����#r�竰�｢織物業が発展するための対策｣ 僞ﾉ6��ﾈ辷��

(産地活性化) 刹Z術士一一一見輝彦 ��)kﾂ�

経営セミナー ����3��7鋳�｢衣料用織物の物性基準と近年の話竃について｣ 俘)8x辷��

(経営資源アドハ 剴煌O衣料製品㈱品質管理センター 等kﾂ�

イスセミ+-) 剴n辺貴暗 

技術普及講習会 免ﾂ��r�竰�｢ホームページ作成1｣ 俘)8x辷��

地域活性化アドバイザー丸直樹 ���kﾂ�

技術普及講習会 免ﾂ��忠m�?���｢ホ-ムページ作成2｣ 俘)8x辷��

地域活性化アドバイザー丸直樹 ���kﾂ�

技術普及講習会 免ﾂ�#R���｢コン七7Dト竹7gの必要性と作成のための基礎知識｣ 僞ﾉ6��ﾈ辷��

(産地活性化) 刄qラ才力7dランニングt'ル-ム平岡美子 等kﾂ�

技術普及講習会 免ﾂ�#bぇR�｢コンげトマげの必要性と作成のための基礎知識｣ 僞ﾉ6��ﾈ辷��

(産地活性化) 刄qラオカ70ランニンクトル-ム平岡美子 等kﾂ�

技術普及講習会 ��"�└ｨ+�����｢複合素材の企画について｣ 僞ﾉ6��ﾈ辷��

(産地活性化) 剴圏m紡(楓田端利行 ��)kﾂ�

技術普及講習会 �2�2��R��｢特殊加工の現状と展望｣ 僞ﾉ6��ﾈ辷��

(産地活性化) �(稗ソトー岩木由和 ��Ikﾂ�

技術普及講習会 �2����竰�｢二酸化チタン光触媒の原理と環境掛化への適 用｣ 名古屋工業技術研究所室長稗田博史 僞ﾉ6��ﾈ辷��#洩ﾂ�

○研究成果普及講習会

種別 播����内容 ��ｨ�韃����ﾈ蹴�

研究発表会 免ﾂ�2�Hﾈ竰�｢平成9年度研究発表会｣ 亰ｨ���bﾒﾓ�ﾒｲ�

-12/2(水) 唸���5ｨ8ｸ8ﾘ�ｲﾘ5�,ﾈﾕﾉ�(,iZ��ｸ,亊h+x.侈Hｸb�能登川支所 

技術第一科主任技師二宅肇 俘)8x辷��

一プラズマ照射による繊維の高機能化に関する研究 技術第-科技師脇坂博之 ･立体化織物の開発研究 技術第---科専門員吉町克己 高島支所専門員浦島閲 ･フローテイングプランター-の開発研究 高島支所主任技師谷村泰宏 ･捨て耳の環境浄化用涯材-の応用について 技術第一科専門員吉田克己 ･製織工程の合理化に関する研究 技術第二科技師大西宏明 ･織物表面形状の定量化に関する研究 技術第二科技師大西宏明 ･織物接触材による河川浄化について 能登jiは所主任技師山下重和 高島支所主任技師谷村泰宏 ･消費クレ-ム分析技術の確立に関する研究 高島支所支所長木村忠義 技術第-科主任技師三宅肇 ･創造性ある生産活動とデザインの係わりについて 能登川支所主任技師小谷麻理 ･綿糸の品質について 高島支所支所長木村忠義 高島支所専門員浦島間 高島支所主任技師谷村泰宏 �#洩ﾂ�

研究発表会弓‡ ��"�"��R��｢平成9年度研究発表会｣技術第二科 亰ｨ���i?�怩�3洩ﾂ�

術普及講習会 勍切削加工支援システムの開発研究 専門員樋口英司 ･lSO14000の取得事例 主査井上栄一一 ･二次元測定機の紹介-利用上の留意点 技師大西宏明 ･オースチンl(球状黒鉛鋳鉄の実用化に関する研究 科長西内贋志 ･キ†ヒ､､テ-シヨン効果を利用した水処理技術の研究(1) 主査阿部弘幸 



VLlT 

種別 佇膓ﾒ�剴燉e 剌齒�.参加人員 � �� 舶�ｨ痔ﾃ｢ﾓ�4x6ﾕB��>!? 芸こ L-I 守/- �� 偃ﾙ¥｢�月日 �>�vR�場所-参加人員 

機器利用講習会 (集積活性化) ���#宙ｾ���｢液体クロマトグラフ｣ 日製産業㈱関西支店科学システム郡 日立科学機器センター藤井千責 ｢CHN分析装置｣ ヤナコ分析工業(柵開発部 元素分析室森阻正義 ｢真空乾燥機｣ 技術第-科主任技師三宅肇 ｢恒温恒湿器｣ 技術第-科主任技師三宅肇 亰ｨ���bﾒﾙ{��冖ﾂ�Ykﾂ�ykﾂ�ikﾂ�
･自動別御弁の用途開発に関する研究(2) -紳輔シ析ムここかる綱組設計とシミユトン∃ン- 工業技術総合センター主査酒井-一昭 ･金属製品の検査精度の向上に関する研究 -FCi)明机辛の自動縦システムQ)那- 係長)冊脊椎生 ･自動遠隔制御技術の開発に関する研究 主査樫井淳 ･放電7d打て焼結法を用いたCu系耐摩耗材料の � 劔 鍋%ⅶc蹌��ﾒﾒﾔ肌B��r謨ⅲ粨�r�ﾘ+2�ﾂﾘ���

よこ/_1 詩学 ･筆名 更号;. 劍ｴ�ｮﾙy駅�ﾗX�橙�2/3(水) �(齷:��y()�i�8.�/��ｩ.��Y'Z2�技術第-料 

開発(3) 主任技師所敏夫 ｢気化性防錆剤の応用技術とその事例｣ 米国CORTEK社日本代表村松暗也 劔劔劒R員y����ｸ峇���7X8�92�8ｸ�ｸ7宙ｶig因���8ﾈ自�ﾉgｹ���ﾒ�)�9tﾈｴ��ﾉ%��hﾇj2�茜98y,9�ｸﾞﾈ�ｬ(ｺｸﾇi�ｨ馼ｼiYI(i�洩霆ｲ顯ﾈ侭�ﾉWb�8名 8名 

掬ヒ ��+チ I-.ど:: 冰穩ﾒ�機器利用講習会 二(集積活性化) �"�#R盈ｒ�｢表面粗さ測定技術｣ (穐小坂研究所精密機器事業部 営業管理グループ課長田中信行 亰ｨ���i?�怩�Ykﾂ�

○機器利用講習会 劔劔����_尭_ ++ +/ 誓 ､∵ 専義 秦 

6--:-,---_3研修生および実習生の受入 6∴3.1自治体職員協力交流事業に係る研修生 氏名派遣元実習内容期間 ･..chitswe第一工業省ミャンマー繊1.小規模生産における絹織物､綿H10.8.21-12.16 

種別 剏雌� 劔>�vR� ��ｨ�韃����ﾈ蹴� ���+��B����蛋 +,+ ■. ++ 

機器利用講習会 �7/15(水) 劒)�H､�ｨﾏYd�,ﾈﾋIyﾘ,deHuE*2�亰ｨ���bﾙ{��剩��ﾕE9OB�X埼¥��ｦ鍔�ﾉuR�第三 ㍉､ ■- + 蓉譲 葉 塾 琵 ギ㌻ tp: 

(杓島津製作所応用技術部 京都カスクマ吋-トセント主任武内誠治 �14名 劔劔維工業本部生産部織物の企画.設計､製織準備 や製織技術 2.織り柄を出す技術 3.糸や織物の品質.性能検査 

機器利用講習会 �10/19(月) 劒&4�8蓼鵁ﾋ9�ｩ.斡�2�亰ｨ���i?�怩���俣ｲ苒ﾓﾇC､ﾂ�<Xｶ��而茯挽�｣�8�4x�ﾃﾒ���ｲ�辛 もーt- 塗 i 琴三 %' :準 

20(火) 剪茜H7�686x8��Xﾞ8�8ｼiYB�ｴ�ｮﾘ�8ｼh攣6饐8ﾏXｫ����9kﾂ� 劔劍��2�(ｧx､����b���kﾉ�Xｧykﾈ���>�vXｯｨｭB�

樺器利用講習会10/26(月) 劔�(uﾙ�ﾈ7ﾘ484�8ﾓx6�8偖�49���hﾛ�6H��ﾋ�Oxｻ�2�4x5�6(4�5�5x887�98x｢�68ﾋIH陞ｲ�僞ﾉ6��ﾈ辷����kﾂ��劔+ 誓 十 議% 蛋 + 義 翠 1十 }′- 凪cﾗ褪� 奉霍i]ｹ'�{I$ｩ�XｧyZ壱�ｸｧx怦uD5�Zｩ�ﾙ�Y'X,�.h.儘鮎hﾝ陷�,ﾉZ､���繧�#Bﾓ呈ﾆﾂ��ﾘｵｨ����ﾉ�ｩ�y=餔ﾉ{I$ｩ�Xｧy6H���饑�ｧx怦枴�ﾈ�yﾒ�4�,X8�7H6X�2ﾙuｸ,ﾉ�I&ﾈ峇�7h8ﾘ4�ﾃ��繧�#Bﾓ呈ﾆﾂ�8�8�,ﾈﾞﾉ�ﾂ�

穫器利用講習会 剴��#b�竰��(6h5X4899�鞐ﾈ5h5�6X8�2�亰ｨ���bﾒﾒﾙ{��劍��ｸ���+ ++ 姦≡毒 冒-寄 醍 鷲 蘇 陪ﾆ｢�耳�H7�� 停ﾓ2�8自LｨﾊHｸi�b�

(.集積活性化) 劔宙ﾟ(��棠W域ﾙ,ｨ5ﾃy?ｨ4sx5h5�6X8�9ﾘｨyYB�~冦伊(謦�悼kﾂ��劔劍��kﾈｮ仂ikﾈﾊHｸh6X�ｸ7ﾘｯｨｭB�

.招…怒 _-ま挙 �?�*ﾂ���ﾖ�?�� 刪鼈鼡v保直人新生化学工業(鞄樹脂弁体の樹脂を変更したときのli11.2.24--3.31 シミュレーション 上原和男新旭土地改良区ACCESSによるデづ′(-A7Dロケ1うミンク1､HIO.8.3-Hll.3一31 

粍器利用講習会 剴��#h.�*ﾒ���(4ｸ5�4�8ﾘ7ﾘ6x4�8�7H�|ｨ*ｨﾗ9�Y'Z2�亰ｨ���i?�怩���刹` ■+ 照 +; 喜寿 莱 + 塗 亳�｢ﾒ� 

(株魔津製作所応用技術部 �11名 劔劔 �,ﾉ_ｹd�,hｨ駅�,�,(*(,B�

京都カスク竹が-トセント田中享樹 劔劔�-藤原徳一一一一大阪府立工業高等専門学バタフライ弁のキャビテーション性H10.7.27-Hll.3.31 校能に関する研究 -47- 

-46- 劔劔劔葦 



7.産学官連携技術交流研究会
回数 � 舒凅��B��ﾉ�B���

名称 �>�vR���指導者 

3回 � ��x���

金属材料 仞��鞏驅�,ﾈｺﾘ峪d����県立大学矧lL- ��� 剪�

研究会 儿Y��,ﾈ駟~�,if��扱ｨ�����虹技(穐塩野井寿 劔 鼎)kﾂ�

熱処理による鋼材の性能向上 � �8ﾘ毎ｾ��靫鮎hｩIj)eｸﾏi&｢�

の改斤斤とトラブルほか 劔(i&h42ﾙ?ｨｪx�ﾚ��ﾉH颱b�鋼材貝 情掛通信汎用的画像検査システム 研究会Javaの紹介 インターネットの活用事例 -士三刀識技術の利口化ほか 剪�龍谷大学■杉山善明 工業購離ン卜野上雅彦 榊7卜:ノ冊一丸直樹 �3回 � �#x���3Ykﾂ���

計測システム 研究会 刮PPP心PJ寺ミロ口 計測システムにおける各種センサ の原理と応用 ��県立大学三好良夫 ㈱共和電業佐藤利美 �3回 � �#h���S�kﾂ���

高温腐食環境下での測定事例と最 新鋭計測装置 剪�日本ナシヨ佃インスツルメン欄 張旭 ��

Windows98時代の最新計測制御ツ ールの事例紹介 各種変位センサの活用事例紹介 ～ヽ 剪�㈱キーキンス越智賢J NEC三栄(楯秋谷健一- __ユ_▲_ 

高分子材料高分子材料の疲労による寿命予測 研究会と統計的手法 高分子材料の選定方法と設計上の 問題点 剪�京批芸蝿増RrljlL善一郎 棺順苧大石不二夫 �3回 剴C(���s9kﾂ���

束海ゴム工業㈱長野悦子 県立大学山下義裕 

ゴム加工の基礎についてはか 加工技術高速切削､レ｣仁一焼き入れ､CNC 劔 � 

県立大学中川平三郎 (柵日新冊灘所上田章 京都大学山路伊和美 住友電気工業(柵木村則秀 � �8����#����

研究会装置の頼ワ｣鳩U御､オンマシン計測 劔劔�3Ikﾂ�

高強度材料の切削について 

タ一イヤモンドハ㌧付鳥る中穴仕上げ加工 DBB法による工作機械の運動精度 

測定 

社削材の切削加工 
太陽工業(椎正井散人 � �8�����29社 62名 ��

組維資材 研究会 剩p棄物処理における現状と課題､ 劔 

ジオテキスタイルの最新情報､繊 維業界のリサイクル問題､最近の り面緑化工法 剄｡津県事務所卯田太一郎 京都女子大学失井田修 岐阜経済大学平井乗車 日本植生株)谷口伸二 � 

色のみえるしくみ､色をみるポイ ント､色のみえ方､色彩心理､効 果的なディスプレイ､販売促進と 色彩効果､人気の移り変わりと市 場情勢 �(育)センス7ソ7070ラこげ 成田郁子 �2回 剪�4社. lo宅二 地域産業デ サ､'イン研究会 

｣ 剄㈹v � �20回 劔?ｨ茁cxﾇﾂ�

ー48-

7. 1金属材料研究会
鉄鋼･非鉄金属材料､焼結材料等の機械材料を有効に活用する目的に､金属材料の材料特性､評

価技術等､さらに熱処理､腐食防食技術の基礎知識についての講習会を行ったo　また､応用事例､

情報交換等により生産現場の技術問題の相談に応じているG

o第-回研究会

日　時:平成10年7月13日(月ノ

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者:21名

内　容二'L金属材料の強化法について

滋賀県立大学工学部　　菊池　潮美

･各連続鋳造鋳鉄材の特性と用途について

虹技株式会社　　潮野井　寿

･③情報交換

〇第二回研究会

日　時:平成10年12月14日(月)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 10名

内　容:①使用目的を考えた鋼材の選び方､熱処理による鋼材の性能の工場について､鋼材

の改質とトラブルについて

桃栄金属工業㈱　末房　公男

宣ノ情報交換

〇第三回研究会

日　時:平成11年3月17日(水)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 11名

内　容:①装置材料の腐食防食技術

中部ティリーケイ㈱　　今川　博之

･②情報交換

7. 2　高分子材料研究会

プラスチック､ゴム等の高分子材料の特性､選定方法などの基礎知識を習得し､利用範囲の拡大､

クレーム処理に対応できる技術力を身につける目的で活動している｡

○第--回研究会

日　時:平成10年6月23日(火)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二租

参加者:30名



内　容:①高分子材料の疲労における寿命予測と統計的手法

京都工芸繊維大学繊維学部　前川　善一郎

②情報交換

〇第二回研究会

日　時:平成10年9月9日(水)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者:20名

内　容: ①高分子材料の選定方法と設計上の留意点

神奈川大学理学部　大石　不二夫

②情報交換(事前質問の応答)

〇第三回研究会

日　時:平成11年3月5日(金)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者:23名

内　容:①ゴム製品の製造工程

東海ゴム工業(秩)長野　悦子

②ゴム中のカーボンブラックの挙動と働き

滋賀県立大学工学部　山下　義裕

③情報交換

7. 3　情報通信研究会

情報化時代を迎えコンピュータ利用技術は不可欠となってきた〇インターネット､画像処理な

の各種のコンピュータ利用技術の研究事例､活用事例の紹介を通じて理解を深めるとともに､企

活動や生産現場-の適用を図る目的で活動しているo

o第-回研究会

日　時:平成10年7月14日(火)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者:14名

内　容:①研究事例紹介｢汎用的画像検査システムの紹介｣

東北部工業技術センター　川崎　雅生

②インターネット関連情報

｢無線LANの紹介｣

東北部工業技術センター　襟井　淳

｢セキュリティ技術の紹介｣

龍谷大学理工学部　杉山　善明

各項己紹介及び意見交換
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〇第二回研究会

日　時:平成10年1 1月10日(水)

場　所二東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 11名

内　容:①J a v aの紹介

滋賀県工業技術総合センター　野上　雅彦

②情報交換

･ゴムの内部温度の測定法法について

･ WindowsNTにおける問題点について

1 2000年間題での企業の対策事例

〇第三回研究会

日　時:平成11年3月10日(水)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 10名

内　容:①Li nuxの業務利用について　龍谷大学理工学部　杉山　善明

②事例紹介
･ rFreeBSD(98)のインストルおよびサーハ一環境の構築について､当センタ

ーの導入事例｣

東北部工業技術センタ一　　棟井　淳

･当社におけるLl n u Xの導入経歴､利用方法､インストール時

の注意事項について

大丸工業(秩)　　丸　直樹

③音声認識技術の製品化について

龍谷大学理工学部　　杉山　善明

④情報交換

4　計測システム研究会

計測技術の向上を目的として精密測定､センサ技術､各種物理計測技術等のキーワードのもと講

会等の活動を行います｡計測技術に対して理解を深めるとともに､参加企業の技術者に役立つ技

術の提供の場として各種事業を行います｡

〇第一回研究会

日　時二平成10年9月25日(金)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 17名

内　容:①計測システムにおける各種センサの原理とその応用

滋賀県立大学工学部　　三好　良夫

②応用事例紹介

･高温腐食環境下での測定事例と最新鋭計測装置



㈱共和電業　　佐藤　利美

･回転体･移動体における測定事例と最新鋭計測装置

NEC三栄(柵　　秋谷　健一

〇第二回研究会

日　時:平成10年10月27日(火)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者:24名

内　容:①今後の計測システム研究会の方針､目標､道営方法について

滋賀県立大学工学部　三好　良夫

②計測事例紹介｢Windows98時代の最新計測制御ツールについて｣

日本ナショナルインスツルメント　　張　　旭

〇第三回研究会

日　時:平成1 1年1月28日(木)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: lo宅

内　容:①距離センサおよびカセンサの原理

滋賀県立大学工学部　三好　良夫

②事例紹介｢各種変位センサの活用事例紹介｣

(槻キーエンス　　越智　　賢一

③話題提供

7. 5　加工技術研究会

金属材料関係の加工技術の向上と日常の加工現場における問題解決を目的として､会員相互の情

報交換や技術講習会等の活動を行い参加会員の技術レベルアップを主眼に活動している｡

〇第一回研究会

日　時:平成10年7月23日(木)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 18名

内　容:①高強度材料の切削に関する研究

東北部工業技術センター　　樋口　英司

②クーイヤモいやバイトによる中穴仕上げ加工

㈱日新ダイヤモンド製作所　　上田　章

③研究事例紹介｢高速切削､レーザー焼き入れ､ CNC装置のネット

ワーク制御､オンマシン計測｣

滋賀県立大学工学部　　中川　平三郎

④自己紹介および要望
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〇第二回研究会

日　時二平成ユ0年9月29日(火)

場　所:東北部工業技術センター　技術第二科

参加者: 8名

内　容:①DBB法による工作機械の運動精度測定

京都大学　山路　伊和夫

②情報交換

〇第三回研究会

日　時:平成11年2月24日(水)

場　所:東北部工要技術センター　技術第二科

参加者: 8名

内　容:①難削材の切削加工

住友電気工業(穐　粉末合金事業部　木村　則秀

②情報交換

7. 6　繊維資材研究会

企業が繊維資材の用途展開や技術シーズの発掘を行い易いよう,専門家からの最新情報の提供

や会員間の交流を活発に行っている｡

〇第一回研究会

日　時:平成10年8月5日(水)

場　所:東北部工業技術センター　高島支所

参加者: 19名

内　容: ①最終処分場の信頼性向上技術

太陽工業㈱　正井　散人

②廃棄物処理における現状と課題

㈱日新ダイヤモンド製作所　上日　章

③質疑応答､情報交換

〇第二回研究会

日　時:平成10年10月9日(金)

場　所:東北部工業技術センター　高島支所

参加者:28名

内　容:E】ジオテキスタイルの最新情報

太陽工業(穐　正井　敬人

②繊維技術の最新情報

滋賀県地域活性化アドバイザー　一見　輝彦

正井　散人

堀井　利男



滋賀県地域活性化アドバイザー　山本　弥吉

藤生　俊夫

(pi)質疑応答､情報交換

@アドバイザーによる個別相談

〇第三回研究会

日　時:平成11年3月18日(木)

場　所:東北部工業技術センター　高島支所

参加者: 15名

内　容二①繊維業界のリサイクル問題

岐阜経済大学　経営学部　平井　東幸

②最近のり面緑化工法

日本植生㈱　設計技術部　谷口　伸二

③質疑応答､情報交換

7. 7　地域産業デザイン研究会

製品開発に関わる技術者の開発力の向上を図るとともに､デザインに関する情報の交換を行うo

今回は様々な分野で活用できる｢色彩｣について基礎講座と実技(フィールドワーク)を行ったo

○第-回研究会

日　時:平成11年3月19日(金)

場　所:東北部工業技術センター

参加者:7名

内　容:基礎講座

(有)センスアノブプラニング

①色の見えるしくみ

･2)色を見るポイント

③色の見え万

①色彩心理

〇第二回研究会

日　時:平成11年3月26日(釦

場　所:東北部工業技術センターおよび長浜市内商店街

参加者:3名

内　容:フィールドワーク　-色を探しに出かけよう-

(有)センスアッププラニング

･甘店舗にみる効果的な色使い

宜)人気商品の色使い

③経済状況と色彩動向　今臥来期の注Elカラー-
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成閏　郁子

成凹　郁子

8.調査
8. 1彦根バルブ動向調査

18企業　2回/年　実施

. 2　中小企業設備近代化資金診断調査

1企業実施

3　設備機械貸与に係る調査

1 0企業実施

5　地域産業の工業技術ニーズに関する調査

アンケ-ト送付企業数　　　　　　578社

回答企業数　　　　　　　　　　　　1 73社

技術ニーズ調査に伴う企業訪問　　　2 2杜

.情報提侯

. 1　出版物

1. 1技術情報誌｢テクノニュース｣

当センターの事業案内や技術情報の提供を目的に｢テクノニュース｣を発行し､県内企業に配布し

行:年3回､ 1回の発行部数　1400部

1. 2　業務報告書

己9年度の業務の内容をまとめて業務報告書を作成し､県内の行政機関や公設試験研究機関に配

行:年1回､発行部数　350部

1. 3　研究報告書

と9年度の研究報告をまとめて研究報告書を発行し､技術移転や普及を促進するために講習会や

流会をとおして県内企業に配布した｡

行:年1回､発行部数　600部

2　インターネット

ンタ-ネット上に滋賀県東北部工業技術センターのホームページを作成し､業務案内や研究概要､

種行事案内などの情報を提供した｡



10.特許及び実用新案の状況
○特許出願

発明の名称:植生用カバー及び植生マット及び植生方法

発　明　者:浦島　開

他3名(職員外)

出　願　人:滋賀県および(郁西村織布工場の共同

出　願　日:平成11年3月19日

○実用新案登録

考案の名称:バタフライ弁

考　案　者:宮川　栄~

出　願　人:滋賀県

出　願　日:平成6年8月4日

登　録　日:平成6年11月24日

登録番号:登録　第3007486号

ll.学会等への発表

1 1. 1学会誌への投稿
発表テーマ: AD Iの炭素鋼に対する耐摩耗性

投　稿　者二西内　寮志､田中他喜男､藤森　浩

発表誌名:鋳造工学会誌1999.4　Vo1 71

ll. 2　学会発表

①･発表テーマ:低密度ポ冊レン固体の劣化に及ぼす分子凝集状態の影響

発表学会:第47回高分子学会年次大会

場　所:京都国際会館

日　　時　: 1998･5･29

発表者:○宮川　栄一,田中　艦,新田　晃平,中谷久之

②発表テーマ･･低密酎冊子レンの光･熱劣化に及ぼす分子凝集状態の影響

発表学会:第47回高分子討論会

場　所:名古屋国際会議場

日　　時'. 199B.I()･2

発表者:○宮川　卦-,Bj中　略,新閏　晃平･中谷　久之

③･発表テーマ: lnnuence of MoleculaT Aggregat10r･ State on Thel･ma- and OptlCal Degradat10n for

Low Dens】ty Polyethy一ene Filrns･
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発表学会　: lUPAC WORLD POLYMER CONGRESS MACRO98

場　　所　:オーストラリア

Ej　　時　こ1998.7.12

発表者: C Aklra Tanaka,EilChi Miyagawa,Koh-hel Nitta and Hlsayukl Nakatanl

宣,,発表テーマ: LDPE7イルムの光･熱劣化に及ぼす分子凝集状態の影響

発表学会　: 1998年度高分子の崩壊と安定化研究討論会

場　　所　:工学院大学

日　　時　:1998.12.15

発表者:○田中　暗,宮川　栄一,新田　晃平,中谷　久之

⑤　発表テーマ'.放電プラズマ焼結法におけるCu-Z n-S n-Cメカニカルアロイング材

の摩耗特性

発表学会　: (社)粉体粉末冶金協会　平成10年度春季大会

場　　所　:早稲田大学国際会議場

日　　時　: 1998. 5. 27

発表者:○所　敏夫､金　成､西内　貴志､飴山　恵

12.職員の研修

中小企業大学校への派遣

研修コス 弍ｨｭB�派遣著名 

中小企業施策担当者研修 ���紕�#�ﾓ��紕�#B�浦島開 

~｢知的創造時代における技術の役割｣ 剞�濶�ｶ 

公設試験研究機関トップセミナー ��｣�縒�#"ﾘ�｣�縒�#B�木村忠義 

中小企業事例研究短期研修 免ﾂ�"��bﾖﾆﾂ�"����谷村奉安 

｢研究開発.技術指導の課題と今後の展開｣ 
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